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「
回
り
道
」
構
造
と
物
象
化

第
一
．
節
　
間
題
の
所
在

　
マ
ル
ク
ス
経
済
挙
批
判
に
お
け
る
価
値
論
の
諸
規
定
の
理
解
を

巡
っ
て
は
、
今
な
お
経
済
学
者
の
間
に
お
い
て
基
本
的
な
対
立
が

あ
る
。
た
と
え
ば
個
値
の
実
体
規
定
、
「
抽
象
的
人
間
労
働
に
関

し
て
は
、
統
一
的
な
理
解
は
生
ま
れ
て
い
な
い
。
こ
の
問
題
は
ま

さ
に
『
決
定
的
な
跳
躍
点
』
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
…
…
見
解

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
〕

の
対
立
が
続
い
て
い
る
の
で
あ
る
」
。
ま
た
、
価
値
表
現
の
「
回

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
）

り
道
」
論
に
お
い
て
も
論
争
の
あ
る
こ
と
は
周
知
の
事
柄
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
論
点
は
、
マ
ル
ク
ス
経
済
学
批
判
の
理
解
の
根
幹
に
か

か
わ
る
が
ゆ
え
に
深
刻
な
意
義
を
も
ウ
て
い
る
。
し
か
し
、
従
来

の
議
論
は
マ
ル
ク
ス
個
値
論
の
理
論
的
含
意
が
十
全
に
汲
み
出
さ

れ
な
い
ま
ま
に
、
経
済
学
的
諸
術
語
の
狭
い
枠
内
で
な
さ
れ
て
き

真
　
　
田

哲
　
　
也

た
と
い
え
る
。
そ
の
問
題
点
を
挙
げ
る
な
ら
ぱ
、
第
一
に
こ
れ
ま

で
マ
ル
ク
ス
の
「
回
り
遭
」
論
は
、
近
代
に
お
け
る
諸
個
人
の
存

在
構
造
一
般
の
間
題
と
し
て
は
決
し
て
把
握
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

後
述
す
る
よ
う
に
、
「
回
り
遣
」
と
は
単
に
商
品
．
貨
幣
関
係
に

お
け
る
価
値
表
現
固
有
の
問
題
な
の
で
は
な
く
、
ひ
ろ
く
近
代
的

国
家
と
市
民
社
会
に
お
け
る
諸
個
人
の
普
遍
的
転
倒
の
プ
ロ
ブ
レ

マ
ー
テ
ィ
ク
と
し
て
把
握
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ

て
ま
た
、
近
代
社
会
特
有
の
機
能
様
式
を
総
括
的
に
特
徴
づ
け
た

も
の
と
解
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
の
理
解
な
し
に
、
価

値
論
に
お
け
る
「
回
り
遣
」
の
論
理
も
決
し
て
解
明
さ
れ
え
な
い
。

第
二
に
、
価
値
概
念
の
諸
規
定
を
理
解
す
る
大
前
提
と
も
い
え
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゲ
〆
ソ
ケ

価
値
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
・
恩
考
物
と
し
て
の
近
代
的
な
特
質
が
こ
れ

ま
で
黙
殺
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
締
果
、
価
値
の
実
体
規
定
に
関
し

817
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て
セ
、
規
定
内
容
そ
れ
自
体
と
そ
の
分
析
の
方
法
的
被
規
定
性
の

理
解
を
巡
つ
て
諸
分
妓
が
生
じ
、
ま
た
「
回
り
道
」
構
造
の
理
解

に
お
い
て
は
、
後
述
す
る
よ
う
な
抽
象
物
の
「
回
り
道
」
的
性
椿

の
閻
題
が
見
過
さ
れ
る
こ
と
で
、
諸
解
釈
が
分
立
す
る
こ
と
に
な

　
　
　
　
　
＾
3
〕

っ
た
と
い
え
る
。
こ
の
こ
と
は
、
従
来
の
研
究
に
お
い
て
「
経
済

的
カ
テ
ゴ
リ
ー
批
判
」
と
い
う
マ
ル
ク
ス
の
方
法
に
包
蔵
さ
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
4
グ
フ
　
ケ

い
た
、
カ
テ
ゴ
リ
ー
．
恩
考
物
の
社
会
的
形
態
性
へ
の
批
判
的
了

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
4
）

解
が
看
過
さ
れ
て
き
た
こ
と
と
照
応
し
て
い
る
。
さ
ら
に
第
三
に

は
、
以
上
の
点
を
踏
ま
え
つ
つ
も
『
資
本
論
』
に
お
け
る
価
値
表

現
の
「
回
り
遺
」
論
の
理
解
に
際
し
て
は
、
物
象
化
構
造
の
解
明

が
不
可
欠
の
も
の
と
さ
れ
ね
ぱ
な
ら
な
い
が
、
従
来
の
議
論
に
は

こ
の
よ
う
な
観
点
が
不
鮮
明
で
あ
っ
た
。
『
資
本
論
』
に
お
い
て

叙
述
さ
れ
て
い
る
「
回
り
道
」
と
は
、
物
象
化
さ
れ
た
と
こ
ろ
の

「
回
り
道
」
で
あ
り
、
物
象
化
と
い
う
事
態
の
孕
む
転
倒
性
を
解

明
す
る
こ
と
と
関
連
さ
せ
て
把
握
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
婁
言
す

れ
ぱ
、
商
品
．
貨
幣
に
お
け
る
「
回
り
道
」
構
造
は
重
層
的
な
転

倒
性
を
も
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
「
経
済
的
カ
テ
ゴ

リ
ー
」
に
お
け
る
物
象
的
性
椿
を
不
間
に
付
し
て
な
さ
れ
て
き
た

従
来
の
「
回
り
道
」
議
論
は
極
め
て
制
限
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

全
体
と
し
て
「
回
り
道
」
を
巡
る
こ
れ
ま
で
の
諸
解
釈
に
お
い
て

は
、
マ
ル
ク
ス
が
そ
こ
に
与
え
た
近
代
市
民
社
会
へ
の
批
判
的
意

義
が
見
落
と
さ
れ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

第
二
節
　
近
代
的
諸
個
人
の

「
回
り
遭
」
構
造

　
マ
ル
ク
ス
の
「
回
り
道
」
と
い
う
規
定
は
単
に
価
値
表
現
と
い

う
『
資
本
論
』
解
釈
の
一
テ
ー
マ
と
し
て
の
み
み
な
さ
れ
る
べ
き

で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
ま
ず
な
に
よ
り
も
近
代
に
お
け
る
人
間
の

存
在
構
造
の
間
題
と
し
て
捉
え
ら
れ
ね
ぱ
な
ら
な
い
。
「
人
間
は

自
己
自
身
と
矛
盾
し
な
が
ら
、
即
ち
あ
る
抽
象
的
な
局
隈
さ
れ
た

様
式
、
部
分
的
な
様
式
で
、
あ
る
障
壁
を
乗
り
越
え
る
事
に
よ
っ

　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

て
、
国
家
と
い
う
中
間
項
（
峯
＆
巨
冒
）
を
と
お
し
て
、
つ
ま
り

政
治
的
に
自
己
を
そ
の
障
壁
か
ら
自
由
に
す
る
。
－
－
：
人
間
は
自

己
を
政
治
的
に
自
由
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
趾
い
赴
（
⊂
昌
毒
o
q
）

を
し
て
、
す
な
わ
ち
た
と
え
避
け
ら
れ
な
い
中
間
項
で
あ
ろ
う
が
・

あ
る
中
間
項
を
と
お
し
て
自
己
を
自
由
に
す
る
。
－
－
：
人
間
は
国

家
の
媒
介
に
よ
。
て
自
分
を
無
神
論
者
と
し
て
宣
言
す
る
場
合
で

さ
え
、
す
な
わ
ち
国
家
を
無
神
論
者
と
宣
言
す
る
場
合
で
さ
え
、

な
お
依
然
と
し
て
宗
教
的
に
と
ら
わ
れ
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、
か

れ
は
宴
芋
窓
ζ
忌
丈
掌
原
琴
ζ
い
忌
－

、

け
、
自
分
自
身
を
承
認
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
宗
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教
と
は
ま
さ
に
こ
う
し
た
匝
ザ
瞥
に
よ
る
人
間
の
承
認
に
ほ
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
あ
る
媒
介
者
（
彗
；
o
、
）
に
よ
る
の
で
あ

る
。
国
家
は
人
間
と
人
間
の
自
由
と
の
媒
介
者
で
あ
る
。
ち
よ
う

ど
キ
リ
ス
ト
が
人
間
の
持
つ
神
性
、
宗
教
的
偏
執
の
す
べ
て
を
人

間
か
ら
負
わ
さ
れ
て
い
る
媒
介
者
で
あ
る
よ
う
に
L
（
『
ユ
ダ
ヤ
人

問
題
に
よ
せ
て
』
呂
向
オ
田
P
ピ
ω
、
ω
3
）
。

　
こ
こ
で
マ
ル
ク
ス
が
、
媒
介
者
な
い
し
中
間
項
を
介
す
る
諸
個

人
の
あ
り
方
を
特
徴
づ
け
て
「
回
り
道
」
と
い
う
規
定
を
用
い
て

い
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
際
、
．
マ
ル
ク
ス
は

国
家
の
回
り
遣
的
性
格
を
指
摘
す
る
た
め
に
宗
教
と
の
類
似
性
を

引
証
し
て
お
り
、
マ
ル
ク
ス
の
宗
教
論
が
ま
ず
問
題
と
な
る
。
一
一
一
一
目

い
換
え
れ
ぱ
、
『
ユ
ダ
ヤ
人
間
題
に
よ
せ
て
』
で
マ
ル
ク
ス
は
宗

教
論
を
一
つ
の
理
論
的
ス
テ
ツ
プ
と
し
て
近
代
的
国
家
論
を
展
開

し
よ
う
と
し
て
い
る
。
ま
ず
第
一
に
、
マ
ル
ク
ス
は
キ
リ
ス
ト
と

い
う
媒
介
者
に
よ
っ
て
共
同
す
る
諸
個
人
の
宗
教
的
あ
り
方
を

「
回
り
道
」
と
し
て
把
握
す
る
。
こ
こ
で
は
、
ま
だ
「
回
り
道
」

規
定
は
単
に
宗
教
を
一
般
的
に
特
徴
づ
け
た
も
の
で
し
か
な
い
。

そ
れ
に
対
し
て
第
二
に
、
近
代
に
お
け
る
宗
教
の
問
題
は
二
重
に

考
察
さ
れ
る
。
一
方
で
、
近
代
の
政
治
的
国
家
、
民
主
的
国
家
に

お
い
て
宗
教
は
「
純
然
た
る
私
事
」
と
し
て
存
続
す
る
と
い
う
消

極
的
な
意
味
に
お
い
・
て
把
握
さ
れ
、
か
つ
他
方
で
、
そ
の
宗
教
の
　
㎜

媒
介
的
性
格
が
民
主
的
国
家
・
政
治
的
民
主
主
義
に
よ
っ
て
は
じ

め
て
現
実
化
・
現
世
化
す
る
と
い
う
積
極
的
な
意
義
に
お
い
て
把

握
さ
れ
る
。
「
こ
こ
（
キ
リ
ス
ト
教
国
家
：
・
筆
者
注
）
で
支
配
し

て
い
る
関
係
は
、
ま
だ
信
仰
上
の
関
係
で
あ
る
。
宗
教
的
精
神
は
、

し
た
が
っ
て
、
ま
だ
現
実
的
に
現
世
化
さ
れ
て
は
い
な
い
。
…

、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、

宗
教
的
精
神
が
現
実
化
さ
れ
う
る
と
す
れ
ぱ
、
そ
れ
は
た
だ
…

　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、

乳
抄
的
な
形
式
で
あ
ら
わ
れ
て
確
立
さ
れ
る
ば
あ
い
に
か
ぎ
ら
れ

が
。
ひ
ぴ
ご
い
し
ぼ
尉
主
附
か
酎
於
で
か
ポ
か
が
。
・
：
－
政
治
的
国

家
の
成
員
は
：
－
－
市
民
社
会
的
生
活
と
政
治
的
生
浄
と
が
、
二
元

性
を
も
っ
て
い
る
た
め
に
、
宗
教
的
で
あ
る
。
、
政
治
的
民
主

主
義
は
キ
リ
ス
ト
教
的
で
あ
る
」
（
ま
ρ
二
ω
。
ω
S
）
。
こ
の
マ
ル

ク
ス
の
叙
述
か
ら
「
回
り
遣
」
が
現
実
化
し
、
現
世
的
形
式
を
持

つ
の
は
近
代
に
お
い
て
で
あ
る
と
い
う
理
解
を
読
み
取
る
こ
と
が

で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
第
二
点
に
お
い
て
マ
ル
ク
ス
は
、
宗
教
を

内
容
と
形
態
の
両
面
か
ら
分
析
し
て
い
る
と
い
え
る
。
そ
れ
ま
で

は
一
体
で
あ
っ
た
宗
教
に
お
け
る
内
容
と
形
態
と
い
う
両
契
機
が
、

政
治
的
解
放
に
よ
っ
て
、
一
方
で
は
「
国
家
か
ら
市
民
社
会
へ
の

宗
教
の
移
動
」
が
遂
行
さ
れ
る
こ
と
で
「
宗
教
は
純
然
た
る
私
事
」

（
葦
ρ
二
ω
．
ω
蟹
）
と
な
り
、
同
時
に
他
方
で
は
そ
の
宗
教
の
持
つ
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「
回
り
遺
」
的
性
格
・
媒
介
的
形
式
が
自
立
化
し
て
、
現
実
的
か

つ
普
遍
的
な
構
造
と
し
て
制
度
化
さ
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。
諸
個

人
の
「
回
り
遺
」
的
あ
り
方
は
決
し
て
近
代
に
固
有
の
も
の
で
は

な
く
、
い
わ
ぱ
歴
史
貫
通
的
な
内
容
を
表
現
し
て
い
る
が
、
そ
の

よ
う
な
「
回
り
遭
」
形
式
が
自
立
化
し
、
普
遍
的
に
構
造
化
さ
れ

る
の
は
近
代
固
有
の
事
態
な
の
で
あ
る
。

　
ま
た
マ
ル
ク
ス
は
こ
の
よ
う
な
「
回
り
遣
」
構
造
が
、
一
様
な

も
の
で
は
な
い
こ
と
に
言
及
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
マ
ル
ク
ス

は
近
代
に
お
け
る
国
家
を
「
媒
介
者
」
と
し
て
規
定
す
弘
純
・
そ

れ
が
「
観
念
的
な
独
立
態
」
（
己
8
5
■
量
事
叫
畠
拭
ぎ
岸
）
と
い

う
存
在
性
格
を
も
つ
こ
と
を
指
摘
す
る
。
「
そ
れ
（
政
治
的
革
命

、
筆
者
注
）
は
こ
の
政
治
的
精
神
を
こ
の
散
逸
状
態
か
ら
よ
せ

あ
つ
め
、
そ
れ
を
共
同
体
の
領
域
と
し
て
、
す
な
わ
ち
市
民

社
会
の
あ
の
特
殊
な
諸
要
素
か
ら
猷
が
附
ピ
獅
が
レ
で
い
ポ
（
字

、
o
。
閏
一
。
、
d
■
里
げ
轟
、
一
〇
q
碕
ぎ
5
普
遍
的
な
人
民
的
事
項
の
領
域
と

し
て
確
立
し
た
の
で
あ
る
」
（
重
O
二
ω
。
ω
S
）
。
こ
こ
で
は
「
回

り
道
」
構
造
に
お
け
る
媒
介
者
・
迂
回
点
が
観
念
的
な
も
の
・
摘

象
物
と
し
て
把
握
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
他
方
、
マ
ル
ク
ス

は
市
氏
社
会
に
お
け
る
神
は
貨
幣
で
あ
り
、
そ
れ
が
人
間
か
ら
独

立
に
存
立
し
て
い
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
「
実
際
的
な
欲
望
と

利
己
主
義
の
神
は
、
貨
幣
で
あ
る
。
：
－
・
貨
幣
は
あ
ら
ゆ
る
物
の

普
遍
的
な
、
自
立
的
に
構
成
さ
れ
た
価
値
で
あ
る
。
L
（
ま
O
二
ω
－

ω
ミ
饒
・
）
こ
こ
で
は
、
国
家
に
お
け
る
媒
介
者
と
は
異
な
る
存
在

性
格
と
し
て
貨
幣
が
把
握
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
・
「
回
り

遭
」
と
は
媒
介
項
が
自
立
的
に
存
立
す
る
こ
と
で
生
ず
る
構
造
を

規
定
す
る
も
の
で
あ
り
、
か
つ
そ
の
媒
介
者
と
し
て
の
存
在
様
式

は
イ
デ
ア
ル
な
あ
り
方
と
貨
幣
と
い
う
物
的
な
あ
り
方
と
で
区
別

さ
れ
う
る
こ
と
、
を
マ
ル
ク
ス
の
叙
述
か
ら
読
み
取
る
こ
と
が
で

き
よ
う
。
さ
ら
に
、
「
回
り
遺
」
な
い
し
「
迂
回
」
構
造
に
お
け

る
「
抽
象
的
な
局
隈
さ
れ
た
様
式
」
と
い
う
叙
述
の
意
味
が
問
題

と
な
る
。
な
ぜ
な
ら
、
迂
回
と
い
う
と
き
、
そ
こ
で
は
一
方
に
お

い
て
迂
回
点
、
媒
介
物
の
あ
り
方
が
そ
れ
自
体
と
し
て
問
題
と
さ

れ
る
と
共
に
、
他
方
で
は
迂
回
す
る
主
体
の
側
に
お
け
る
迂
回
様

式
と
い
う
間
題
も
含
意
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
回
り
遣
を
す

る
と
き
、
そ
の
回
り
道
の
あ
り
方
に
よ
っ
て
回
り
遭
す
る
諸
個
人

も
規
定
さ
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
「
回
り
遺
」
構
造

を
担
う
際
の
諸
個
人
の
固
有
の
あ
り
方
、
こ
れ
を
反
省
的
に
捉
え

返
し
た
も
の
が
「
抽
象
的
な
様
式
」
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

こ
の
こ
と
は
、
経
済
挙
批
判
に
お
い
て
よ
り
明
確
に
把
握
さ
れ
、

マ
ル
ク
ス
の
理
論
構
想
に
と
っ
て
重
要
な
意
義
を
も
っ
て
く
る
の
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＾
6
〕

で
あ
る
が
、
そ
の
点
に
つ
い
て
は
す
で
に
筆
者
と
し
て
は
別
稿
で

考
察
し
た
の
で
本
稿
で
は
省
略
す
る
。
さ
し
あ
た
り
、
こ
こ
で
は

こ
の
よ
う
な
近
代
に
お
け
る
媒
介
項
の
自
立
化
と
い
う
転
倒
へ
の

批
判
的
見
地
が
、
後
の
経
済
学
批
判
に
お
い
て
も
保
持
さ
れ
、
方

法
を
背
後
か
ら
支
え
る
重
要
な
前
提
と
な
っ
て
い
る
点
だ
け
を
確

認
し
て
お
き
た
い
。
「
そ
の
も
の
と
し
て
の
富
、
す
な
わ
ち
ブ
ル

ジ
目
ア
的
窟
が
、
そ
の
最
高
の
ポ
テ
ン
ツ
に
お
い
て
表
現
さ
れ
る

　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

の
は
、
常
に
、
富
が
媒
介
者
と
し
て
、
つ
ま
り
使
用
価
値
と
交
換

、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
．
、

価
値
と
い
う
両
極
を
媒
介
す
る
も
の
と
し
て
定
立
さ
れ
る
交
換
価

、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、

値
に
お
い
て
で
あ
る
。
こ
の
媒
介
項
は
そ
れ
が
対
立
物
を
総
括
す

、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、

る
も
の
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
常
に
完
成
さ
れ
た
経
済
的
関
係
と
し

、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

て
現
象
す
る
と
共
に
、
結
局
の
と
こ
ろ
常
に
、
両
極
そ
れ
自
体
に

、
　
、
　
、
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、

比
ぺ
て
、
そ
れ
よ
り
も
一
面
的
に
高
い
ポ
テ
ン
ツ
と
し
て
現
象
す

、

る
」
（
崇
胃
Ω
＞
＞
事
」
H
田
P
一
ω
。
ミ
α
）
。
初
期
マ
ル
ク
ス
が

批
判
的
に
定
式
化
し
た
、
媒
介
項
の
自
立
化
と
い
う
「
回
り
道
」

構
造
の
論
理
が
、
「
経
済
的
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
批
判
」
と
い
う
課
題

の
遂
行
に
際
し
て
も
不
可
欠
の
契
機
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
こ
こ

に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

第
三
節
　
抽
象
物
の

「
回
り
道
」
的
性
格

初
期
マ
ル
ク
ス
の
「
回
り
遣
」
構
造
把
握
は
、
経
済
学
批
判
に

お
い
て
再
ぴ
重
要
な
概
念
装
置
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
。
し
か

し
、
そ
れ
は
単
純
な
再
現
で
は
な
く
、
経
済
的
カ
テ
ゴ
リ
ー
固
有

の
、
関
係
の
自
立
化
と
そ
の
物
象
化
と
い
う
、
よ
り
複
雑
な
事
態

の
解
明
の
方
法
的
一
契
機
と
し
て
、
止
揚
さ
れ
た
形
で
復
活
す
る
。

ま
ず
第
一
に
マ
ル
ク
ス
の
「
回
り
道
」
論
は
、
経
扶
学
批
判
の
取

　
　
　
　
　
ゲ
ダ
ソ
　
ケ

組
に
お
い
て
思
考
物
・
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
近
代
的
形
態
が
解
明
さ
れ

る
こ
と
で
よ
り
深
化
さ
れ
る
。
本
節
で
は
こ
の
点
を
検
討
す
る
。

マ
ル
ク
ス
に
よ
っ
て
摘
出
さ
れ
た
思
考
物
・
抽
象
物
が
媒
介
者
と

し
て
独
特
の
迂
回
的
性
楕
を
も
つ
事
態
の
間
題
性
に
つ
い
て
、
筆

　
　
　
　
．
　
　
　
＾
7
）

者
は
す
で
に
別
稿
で
検
討
し
て
お
い
た
が
、
そ
の
要
点
を
摘
記
し

て
お
く
。
マ
ル
ク
ス
に
よ
れ
ば
、
近
代
に
お
い
て
関
係
の
自
立
化

と
い
う
事
態
が
普
遍
的
な
構
造
と
な
る
こ
と
で
、
カ
テ
ゴ
リ
ー
．

恩
考
物
が
諸
個
人
か
ら
自
立
化
し
固
有
の
媒
介
機
能
を
果
た
す
よ

う
に
な
り
、
そ
し
て
、
か
か
る
事
態
は
諸
個
人
に
お
い
て
は
「
自

己
関
係
」
と
い
う
様
式
に
よ
っ
て
担
わ
れ
実
在
化
す
る
も
の
と
、

把
握
さ
れ
る
。
さ
し
あ
た
り
こ
れ
ら
の
点
を
再
確
認
し
て
お
き
た

い
。
価
値
カ
テ
ゴ
リ
ー
も
こ
の
観
点
か
ら
考
察
さ
れ
る
べ
き
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
呂
〕

る
。
従
来
の
価
値
実
体
論
解
釈
の
陥
穿
は
こ
の
点
に
あ
っ
た
と
い

っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、
「
抽
象
的
人
間
労
働
」
と
は

722



（153）　「回り遺」構造と物象化

描
象
活
動
に
よ
っ
て
把
握
さ
れ
る
労
働
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
あ

り
、
抽
象
作
用
と
抽
象
物
の
存
立
は
不
可
分
で
あ
る
か
ら
、
抽
象

の
所
産
に
注
目
し
て
規
定
す
る
な
ら
ぱ
、
そ
れ
は
労
働
と
い
う
内

容
を
表
現
す
る
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
摘
象
物
そ
れ
自
体
と
し
て
の
属
性

を
規
定
す
る
も
の
と
い
え
る
。
し
か
も
、
重
要
な
こ
と
は
そ
の
よ

う
な
観
念
的
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
物
象
化
し
て
対
象
的
な
物
に
内
属
し
、

「
対
象
化
さ
れ
た
労
働
」
と
し
て
の
み
カ
テ
ゴ
リ
ー
抽
出
が
可
能

と
な
り
、
他
方
で
は
そ
の
こ
と
で
対
象
的
な
物
自
身
が
「
抽
象
的

な
対
象
性
」
（
声
O
冨
冨
＞
二
ω
」
N
）
と
な
る
点
で
あ
る
。
「
拙
象

的
な
労
働
凝
固
体
」
（
童
O
二
ω
。
8
）
と
は
、
こ
の
よ
う
な
カ
テ

ゴ
リ
ー
と
対
象
物
と
が
一
体
化
し
た
事
態
を
規
定
す
る
も
の
に
ほ

か
な
ら
な
い
。
（
次
節
参
照
）
。
抽
象
的
人
間
労
働
と
い
う
カ
テ
ゴ

リ
ー
は
物
象
化
と
い
う
特
殊
的
事
態
ゆ
え
に
抽
出
さ
れ
る
の
で
あ

る
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
事
態
の
出
現
す
る
深
奥
の
根
拠
は
、

本
源
的
な
質
料
代
謝
た
る
労
働
過
程
か
ら
社
会
的
質
料
代
謝
が
自

立
化
す
る
点
に
あ
る
。
社
会
的
質
料
代
謝
は
形
式
的
な
質
料
転
換

で
あ
っ
て
、
労
働
過
程
の
産
物
、
対
象
的
形
態
に
お
け
る
物
だ
け

が
素
材
転
換
し
、
し
か
も
、
そ
れ
は
社
会
的
諸
関
係
の
自
立
化
と

同
時
的
過
程
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
対
象
的
な
物
と
一
体
化
し
つ

つ
現
実
の
労
働
過
程
そ
の
も
の
か
ら
そ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
表
現
が
自

立
化
し
て
、
一
方
で
質
料
代
謝
（
労
働
）
と
い
う
超
歴
史
的
関
係

を
表
現
し
つ
つ
、
か
つ
自
立
的
な
社
会
的
関
係
の
媒
介
者
と
し
て

機
能
す
る
の
で
あ
る
。
多
肢
的
分
業
と
し
て
の
労
働
は
摘
象
的
人

間
労
働
と
い
う
抽
象
を
介
し
て
社
会
的
機
能
を
確
証
す
る
の
で
あ

る
。
そ
の
際
マ
ル
ク
ス
が
、
こ
の
抽
象
的
人
間
労
働
を
価
値
の

「
社
会
的
実
体
」
（
声
H
一
ω
。
S
）
と
把
握
し
た
こ
と
が
想
起
さ
れ
ね

ば
な
ら
な
い
。
こ
の
実
体
と
い
う
マ
ル
ク
ス
の
与
え
た
規
定
内
容

　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

は
、
価
値
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
し
て
の
実
体
性
で
あ
り
、
価
値
カ
テ

ゴ
リ
ー
が
諸
個
人
か
ら
自
立
的
に
存
立
し
て
諸
個
人
を
媒
介
す
る

独
自
の
機
能
を
果
た
し
て
い
る
事
態
を
指
し
て
い
る
。
し
か
も
、

そ
の
「
労
働
」
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
物
象
化
す
る
が
ゆ
え
に
、

カ
テ
ゴ
リ
ー
の
実
体
性
は
「
対
象
化
さ
れ
た
労
働
」
と
し
て
は
じ

め
て
抽
出
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
意
味
で
、
「
価
値
の
実
体
は
決

　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

し
て
特
殊
の
自
然
的
実
体
で
は
な
く
対
象
化
さ
れ
た
労
働
」

（
崇
胃
Ω
＞
＞
昇
H
H
団
P
一
ω
．
胃
O
）
な
の
で
あ
り
、
物
象
化
し

て
い
る
と
は
い
え
、
決
し
て
質
料
的
な
実
体
で
は
な
く
、
自
立
化

し
た
共
同
的
・
社
会
的
関
係
の
実
体
性
な
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、
媒
介
者
と
し
て
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
実
体
規
定
は
そ
れ
自
身
で

関
係
規
定
を
表
現
し
て
い
る
。
労
働
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
、
諸

個
人
を
媒
介
す
る
そ
の
社
会
的
機
能
性
を
規
定
す
る
も
の
が
、
抽

723
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象
的
人
間
労
働
な
の
で
あ
る
。
同
時
に
他
方
で
こ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー

は
、
労
働
と
い
う
人
間
と
自
然
の
質
料
代
謝
関
係
を
表
現
し
て
い

る
が
、
そ
の
表
現
内
容
自
体
は
な
ん
ら
歴
史
的
規
定
性
を
示
す
も

の
で
は
な
い
。
そ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
も
つ
機
能
性
が
歴
史
的
な
の

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
カ
テ
ゴ
リ
i
の
表
現
内
容
と
そ
の
形
態

性
は
区
別
さ
れ
る
が
、
同
時
に
ま
た
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
持
つ
形
態
性

は
そ
れ
だ
け
で
孤
立
的
に
存
在
す
る
も
の
で
は
な
く
、
つ
ね
に
一

定
の
内
容
が
素
材
と
し
て
表
現
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
、
近
代
に
お

け
る
労
働
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
機
能
性
は
、
人
間
と
自
然
の
歴

史
貫
通
的
関
係
を
表
現
す
る
こ
と
と
不
可
分
な
の
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
な
理
解
を
踏
ま
え
て
初
め
て
、
「
抽
象
的
人
間
労
働
」
が
歴

史
的
で
あ
る
と
同
時
に
歴
史
貫
通
的
で
あ
る
と
い
う
二
様
の
規
定

の
統
一
的
了
解
が
可
能
と
な
る
。
翻
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
思
考
物

の
社
会
的
実
体
化
と
い
う
事
態
を
、
関
係
し
あ
う
諸
個
人
の
立
場

か
ら
み
る
な
ら
ば
、
思
考
物
は
諸
個
人
か
ら
独
立
し
た
媒
介
者
と

し
て
存
立
し
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
て
お
り
、
思
考
物
は
市
民
社

会
に
お
け
る
関
係
の
自
立
化
の
帰
結
と
し
て
迂
回
的
性
格
を
も
つ

に
至
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
か
ら
「
抽
象
的
人
間
労

働
」
の
「
回
り
道
」
的
性
楕
も
導
出
さ
れ
る
。
マ
ル
ク
ス
は
、
価

値
抽
象
の
「
回
り
遭
」
的
性
楕
に
っ
い
て
い
う
。
「
：
…
織
布
と

の
等
置
は
裁
縫
を
、
事
実
上
、
両
方
の
労
働
の
内
の
現
実
に
等
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

い
物
に
、
人
間
労
働
と
い
う
両
方
に
共
通
な
性
格
に
、
遼
元
す
る

　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

の
で
あ
る
。
こ
の
回
り
適
に
お
い
て
は
、
そ
の
際
、
織
布
も
ま
た
、

そ
れ
が
価
値
を
織
る
隈
り
で
は
、
そ
れ
を
裁
縫
か
ら
区
別
す
る
特

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

徴
を
も
っ
て
は
い
な
い
と
い
う
こ
と
、
つ
ま
り
抽
象
的
人
間
労
働

、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
、
言
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
L
（
宍
、
一
ω
．

＾
9
）

a
）
。
こ
こ
で
は
、
価
値
摘
象
と
し
て
の
抽
象
的
人
間
労
働
へ
の

遺
元
が
、
リ
ン
ネ
ル
と
上
衣
と
い
う
、
物
と
物
の
内
に
隠
さ
れ
て

い
る
自
立
し
た
関
係
性
の
存
在
を
、
そ
れ
自
体
と
し
て
確
定
す
る

も
の
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
つ
つ
、
そ
の
価
値
抽
象
が
「
回
り

遭
」
的
性
格
を
も
つ
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
無
意
識
的
で
は
あ

れ
、
商
品
関
係
に
お
い
て
諸
個
人
が
た
え
ず
自
然
発
生
的
に
行
っ

て
い
る
も
の
と
し
て
、
こ
の
価
値
抽
象
は
社
会
的
実
体
性
を
も
っ

て
い
る
の
で
あ
る
。
価
値
抽
象
と
そ
の
抽
象
の
所
産
で
あ
る
抽
象

的
人
間
労
働
は
、
媒
介
物
と
し
て
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
独
特
の
機
能

を
示
し
て
お
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
「
回
り
道
」
と
し
て
把
握
さ
れ
る

の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
回
り
遣
的
本
質
の
把
握

は
、
前
述
し
た
初
期
マ
ル
ク
ス
の
「
回
り
遣
」
構
造
理
解
と
基
本

的
に
同
一
の
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
こ
こ
で
は
媒
介
項
が
思

考
物
・
カ
テ
ゴ
リ
i
と
し
て
捉
え
返
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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第
四
節

カ
テ
ゴ
リ
ー
の
物
化
と
実
体
分
析
の
方
法
的
被

規
定
性

　
マ
ル
ク
ス
に
よ
っ
て
把
握
さ
れ
た
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
「
回
り
遺
」

的
性
格
（
社
会
的
実
体
性
）
は
観
念
的
な
存
在
性
格
は
も
っ
て
お

り
、
し
た
が
っ
て
不
可
視
で
あ
る
。
し
か
も
、
そ
れ
は
表
現
内
容

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
オ
ル
ム
イ
ソ
＾
ル
ト

に
囚
わ
れ
る
こ
と
で
そ
の
「
形
態
内
容
」
（
－
（
①
易
需
＞
・
一
ω
・
昌
）

の
独
自
性
（
機
能
性
）
を
見
過
さ
せ
や
す
い
特
有
の
困
難
を
も
っ

　
　
＾
皿
〕

て
い
る
。
し
か
し
、
経
済
的
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
は
さ
ら
に
そ
れ
に
と

ど
ま
ら
な
い
困
難
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
物
化
す

る
こ
と
で
そ
の
迂
回
的
本
質
自
体
が
物
に
よ
っ
て
隠
さ
れ
る
の
で

　
＾
n
〕
あ
る
。
こ
こ
に
質
料
代
謝
を
伴
う
経
済
的
カ
テ
ゴ
リ
ー
特
有
の
事

態
が
あ
り
、
ま
た
、
こ
こ
に
こ
そ
商
品
論
に
お
い
て
実
体
と
し
て

の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
機
能
性
を
分
析
す
る
意
義
と
困
難
が
あ
る
。
す

な
わ
ち
、
現
実
の
資
本
家
的
生
産
様
式
に
お
い
て
は
こ
の
カ
テ
ゴ

リ
ー
と
し
て
の
媒
介
機
能
は
貨
幣
と
い
う
物
に
お
い
て
普
遍
的
表

現
を
獲
得
し
て
い
る
。
総
て
の
商
品
が
貨
幣
の
一
定
量
で
表
現
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
背
後
の
「
労
働
」
と
い
う
抽
象
物
の
存
在

は
隠
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
各
商
品
は
貨
幣
を
媒
介
と
し
て

貨
幣
の
一
定
量
に
自
己
関
係
（
一
定
量
を
自
己
内
反
映
）
す
る
こ

と
で
自
己
の
価
直
性
格
を
現
す
。
し
か
し
、
そ
れ
は
労
働
と
い
う

カ
テ
ゴ
リ
ー
の
物
象
化
し
た
姿
で
あ
り
、
媒
介
者
と
し
て
の
貨
幣

を
い
く
ら
分
析
し
て
も
そ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
機
能
的
実
体
性
を
摘

出
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
貨
幣
を
前
提
と
す
れ
ぱ
、
カ
テ
ゴ
リ

ー
は
金
の
一
定
量
と
し
て
の
み
現
象
し
て
く
る
の
で
あ
り
、
そ
の

背
後
に
隠
さ
れ
て
い
る
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
実
体
性
は
確
定
で
き
な
い

の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
か
ら
貨
幣
と
い
う
物
に
よ
っ
て

隠
蔽
さ
れ
て
い
る
労
働
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
機
能
性
、
社
会
的

実
体
性
を
そ
れ
だ
け
で
純
粋
に
確
定
す
る
作
業
が
必
要
と
な
っ
て

く
る
。
言
い
換
え
れ
ぱ
、
物
の
存
在
の
内
に
社
会
的
媒
介
者
た
る

　
　
　
　
ゲ
ダ
ソ
　
ケ

観
念
的
な
思
考
物
を
摘
出
す
る
こ
と
が
、
学
問
的
課
題
と
し
て
成

立
し
て
く
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
価
値
実
体
の
分
析
の
固
有
の
意

義
が
あ
る
。
そ
れ
は
物
象
化
に
よ
っ
て
「
隠
さ
れ
て
い
る
価
値
」

（
床
‘
ω
一
s
）
を
追
跡
す
る
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
単
に
関

係
が
自
立
化
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
事
態
の
場
合
に
は
、
そ
の
自

立
性
は
一
定
の
思
考
物
と
し
て
言
語
に
お
い
て
表
現
さ
れ
る
で
あ

り
、
カ
テ
ゴ
リ
ー
・
思
考
物
の
存
在
の
確
定
と
い
う
手
続
き
を
と

る
必
要
は
全
く
な
い
。
恩
考
物
の
実
体
性
の
確
定
と
い
う
の
は
物

象
化
と
い
う
事
態
の
解
明
に
固
有
の
か
つ
不
可
欠
の
課
魑
な
の
で

あ
る
。
こ
の
意
味
で
マ
ル
ク
ス
の
価
値
実
体
分
析
は
、
貨
幣
の
存
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在
と
商
品
の
貨
幣
表
現
を
前
提
と
し
て
い
る
。
「
商
品
の
価
値
性

格
の
確
定
に
導
い
た
も
の
は
諸
商
品
の
共
通
な
貨
幣
表
現
に
ほ
か

な
ら
な
か
っ
た
」
（
宍
・
H
一
ω
・
8
）
。
し
か
し
、
問
題
は
カ
テ
ゴ
リ

ー
が
近
代
固
有
の
機
能
的
実
体
性
を
も
っ
て
お
り
、
か
つ
そ
れ
が

物
と
し
て
表
現
さ
れ
る
こ
と
で
隠
蔽
さ
れ
て
く
る
と
い
う
、
こ
の

重
層
的
構
造
を
ど
の
よ
う
に
分
析
し
叙
述
し
て
い
く
か
と
い
う
点

に
あ
る
。
そ
こ
で
ま
ず
第
一
に
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
社
会
的
実
体
性
を

確
定
し
（
価
値
実
体
論
）
、
第
二
に
そ
の
カ
テ
ゴ
リ
i
が
物
と
し

て
表
現
さ
れ
る
構
造
自
体
を
純
粋
に
分
析
し
（
価
値
形
態
論
）
、

第
三
に
そ
の
物
に
よ
る
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
実
体
性
の
表
現
が
普
遍
性

を
獲
得
し
、
貨
幣
と
し
て
固
定
さ
れ
る
こ
と
が
導
き
出
さ
れ
る
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
皿
）

で
あ
る
（
価
値
形
態
の
第
1
、
第
n
、
第
皿
、
第
w
形
態
論
）
。

こ
の
よ
う
な
論
理
的
手
順
に
お
い
て
は
じ
め
て
、
貨
幣
の
普
遍
的

物
象
性
（
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
物
に
よ
る
表
現
の
普
遍
性
）
と
そ
の
背

後
に
伏
在
す
る
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
機
能
的
実
体
性
を
解
明
で
き
る
の

で
あ
る
。
物
象
化
が
表
面
的
に
理
解
さ
れ
、
自
立
化
し
た
関
係
の

実
体
性
が
看
過
さ
れ
る
な
ら
ぱ
、
マ
ル
ク
ス
が
と
ら
ざ
る
を
え
な

か
っ
た
こ
の
よ
う
な
分
析
手
順
の
意
義
も
決
し
て
明
確
に
は
な
ら

　
　
　
　
＾
1
3
）

な
い
で
あ
ろ
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
な
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
「
回
り
遺
」
性
と
そ

の
物
的
現
象
と
い
う
事
態
の
区
別
と
関
連
は
、
二
商
品
の
等
置
式

に
お
け
る
両
項
の
同
一
性
と
区
別
性
を
ど
の
よ
う
に
論
理
的
に
把

握
す
る
か
、
と
い
う
間
題
と
裏
腹
の
関
係
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

二
商
品
の
等
置
関
係
は
価
値
カ
テ
ゴ
リ
i
の
機
能
的
実
体
性
の
存

在
と
、
そ
れ
が
物
と
し
て
表
現
さ
れ
る
形
態
の
二
っ
の
側
面
を
包

蔵
し
て
お
り
、
前
者
の
側
面
が
価
値
実
体
と
し
て
分
析
さ
れ
、
後

者
の
側
面
が
価
値
形
態
と
し
て
分
析
さ
れ
る
。
前
者
で
は
自
立
し

た
関
係
の
「
回
り
遭
」
性
が
確
定
さ
れ
つ
つ
両
項
の
関
係
を
担
う

も
の
と
し
て
の
同
一
性
が
、
後
者
で
は
「
回
り
適
」
の
物
化
し
た

構
造
が
分
析
さ
れ
つ
つ
両
者
の
構
造
を
担
う
際
の
役
割
上
の
違
い

が
分
析
さ
れ
る
。
（
後
者
は
次
節
で
詳
論
す
る
。
）
資
本
家
的
生
産

様
式
の
「
構
成
要
素
」
（
宍
・
睾
9
①
＞
・
一
ω
・
N
O
。
企
）
で
あ
る
個
別
的
な

等
置
関
係
（
交
換
関
係
）
が
同
一
の
分
析
対
象
で
あ
る
が
、
そ
の

同
一
・
の
等
置
関
係
が
商
品
関
係
に
お
け
る
関
係
の
自
立
化
と
物
象

化
と
い
う
重
層
的
転
倒
構
造
を
解
明
す
る
た
め
に
、
分
析
主
題
が

実
体
分
析
と
形
態
分
析
と
の
二
つ
に
分
化
さ
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
区
別
的
分
析
が
不
可
避
な
の
は
、
上
述
の
よ
う
な
力

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

テ
ゴ
リ
ー
の
物
化
と
い
う
特
有
の
事
態
に
よ
っ
て
分
析
者
自
身
が

、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

方
法
上
規
定
さ
れ
る
が
た
め
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
こ
こ
が
決
定
的

に
重
要
で
あ
る
。
マ
ル
ク
ス
の
行
っ
た
価
値
抽
象
は
な
ん
ら
悉
意
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的
な
方
法
で
は
な
く
、
物
象
化
構
造
ゆ
え
に
強
い
ら
れ
た
分
析
な

　
　
　
＾
M
〕

の
で
あ
る
。
物
化
に
よ
っ
て
関
係
の
存
立
が
物
で
隠
さ
れ
、
同
時

に
ま
た
関
係
の
担
い
手
と
し
て
物
の
受
け
取
る
規
定
性
も
隠
さ
れ

て
し
ま
う
。
そ
こ
か
ら
、
関
係
の
存
立
そ
れ
自
身
の
確
定
と
、
そ

の
担
い
手
と
し
て
の
物
の
規
定
を
明
確
化
す
る
こ
と
が
固
有
の
意

義
を
持
つ
の
で
あ
る
。
物
と
物
の
関
係
に
お
い
て
は
物
が
関
係
の

担
い
手
で
あ
り
、
外
見
上
は
単
な
る
か
む
が
卯
断
伶
か
抄
い
辛
ど

、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

し
て
規
定
す
る
こ
と
が
重
要
な
意
義
を
持
つ
の
で
あ
る
。
そ
の
際
、

関
係
そ
れ
自
身
の
確
定
は
、
関
係
を
担
う
側
の
素
材
的
な
特
徴
・

具
体
的
諸
性
状
を
捨
象
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
物
が
関
係
の
担
い
手

で
あ
れ
ぱ
物
の
諸
性
状
は
捨
象
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
物
を

担
い
手
と
し
て
規
定
す
る
こ
と
は
そ
の
物
を
捨
象
す
る
こ
と
と
同

一
の
事
柄
と
な
る
。
抽
出
さ
れ
た
関
係
そ
れ
自
身
は
物
に
よ
っ
て

担
わ
れ
る
の
だ
か
ら
、
そ
れ
は
ま
た
物
の
受
け
取
る
規
定
性
で
も

あ
る
。
こ
う
し
て
、
関
係
そ
れ
自
身
の
抽
出
と
関
係
の
担
い
手
と

し
て
の
規
定
と
は
同
一
の
分
析
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
こ

の
規
定
性
は
関
係
を
担
う
隈
り
、
総
て
の
担
い
手
が
同
一
に
受
け

取
る
規
定
性
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、
実
体
分
析

は
一
方
で
自
立
し
た
関
係
の
存
在
を
摘
出
す
る
事
を
課
題
と
し
な

が
ら
、
他
方
で
そ
の
関
係
の
担
い
手
と
し
て
、
諸
物
が
受
け
取
る

規
定
の
同
一
性
．
構
造
の
担
い
手
と
し
て
の
同
一
性
を
確
定
す
る

事
を
課
題
と
す
る
こ
と
が
了
解
さ
れ
よ
う
。
別
言
す
れ
ば
、
関
係

を
構
成
す
る
両
項
は
、
そ
の
関
係
構
造
の
中
で
能
動
的
、
受
動
的

と
い
う
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
だ
そ
う
と
も
、
一
つ
の
構
造
を
共

通
に
構
成
す
る
も
の
と
し
て
同
一
の
規
定
性
を
共
有
せ
ざ
る
を
え

な
い
の
で
あ
り
、
両
項
に
共
通
の
規
定
性
、
同
一
性
と
は
カ
テ
ゴ

リ
ー
が
自
立
し
て
媒
介
機
能
を
は
た
す
と
こ
ろ
の
構
造
と
し
て
の

規
定
性
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
も
、
同
一
性
は
両
項
そ
れ

自
身
の
固
有
の
役
回
り
と
は
区
別
さ
れ
る
第
三
者
と
し
て
の
み
規

定
可
能
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
鮒
愉
む
か
印
伽
は
関
係
し
合
う
当

事
者
と
区
別
さ
れ
て
「
孤
立
的
」
（
穴
・
一
ω
・
ご
）
に
把
握
さ
れ

　
　
　
　
＾
b
）

る
の
で
あ
り
、
関
係
を
担
う
両
項
の
構
造
上
の
固
有
性
は
そ
の
際

捨
象
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
価
値
抽
象
を
踏
ま
え
て
、

自
立
化
し
た
関
係
の
担
い
手
と
し
て
両
項
を
規
定
し
返
し
た
も
の

が
「
価
値
物
（
考
。
、
ε
巨
O
・
）
）
」
と
し
て
の
規
定
で
あ
り
、
同
一

の
関
係
を
担
う
も
の
と
し
て
の
性
格
規
定
が
「
価
直
性
格
」
と
い

う
規
定
で
あ
る
。
等
置
関
係
で
の
両
項
の
同
一
性
を
規
定
す
る
こ

と
は
、
一
方
で
関
係
そ
れ
自
体
を
抽
出
し
、
他
方
で
は
物
を
関
係

の
単
な
る
担
い
手
と
し
て
「
孤
立
的
」
に
規
定
す
る
こ
と
な
の
で

あ
る
。
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第
五
節
　
「
回
り
遣
」

構
造
の
物
化

　
価
値
形
態
論
で
は
、
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
物
に
よ
る
表
現
、
す
な
わ

ち
「
回
り
道
」
の
物
化
し
た
現
象
構
造
が
固
有
に
問
題
と
な
る
。

こ
こ
で
は
二
つ
の
問
題
が
同
時
に
提
示
さ
れ
て
い
る
。
第
一
の
問

題
は
、
カ
テ
ゴ
リ
ー
そ
れ
自
体
だ
け
で
は
現
象
は
成
立
し
な
い
の

で
あ
っ
て
、
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
諸
個
人
の
意
識
に
お

い
て
現
象
し
て
く
る
独
自
の
様
式
、
及
び
両
者
の
関
連
が
解
明
さ

れ
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
点
で
あ
る
。
そ
の
点
に
つ
い
て
は
、
本
稿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
6
〕

第
二
節
で
若
干
言
及
し
た
ほ
か
主
題
的
に
は
別
稿
で
検
討
し
た
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〆
〆
ソ
　
ケ

自
立
化
し
た
関
係
は
、
一
方
で
恩
考
物
と
し
て
存
在
す
る
と
共
に
、

他
方
で
関
係
の
担
い
手
に
お
い
て
は
「
自
己
関
係
」
と
い
う
様
式

に
お
い
て
現
象
す
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
「
回
り
道
」
構
造
．
は
思

老
物
と
自
己
関
係
と
い
う
二
つ
の
契
機
を
も
っ
て
お
り
、
思
考
物

は
自
己
関
係
と
い
う
様
式
に
よ
っ
て
媒
介
さ
れ
、
実
在
化
す
る
の

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
現
象
構
造
を
主
題
化
す
る
こ
と
は
同
時

に
思
考
物
そ
れ
自
身
と
そ
れ
に
自
己
を
関
係
づ
け
る
契
機
と
の
区

別
と
関
連
を
主
題
化
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
「
回
り
道
」

構
造
が
構
造
の
担
い
手
に
現
象
し
て
く
る
様
式
、
担
い
手
が
構
造

を
担
う
様
式
、
な
い
し
は
構
造
が
担
い
手
に
媒
介
さ
れ
る
様
式
は
、

そ
の
存
立
し
て
い
る
構
造
そ
れ
自
体
の
「
孤
立
的
」
規
定
と
は
区
　
欄

別
さ
れ
る
。
構
造
が
担
い
手
に
媒
介
さ
れ
る
様
式
に
お
い
て
は
担

い
方
が
考
慮
さ
れ
、
担
う
項
と
担
わ
れ
る
項
と
の
関
係
が
同
時
に

問
題
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
構
造
内
に
お
け
る
両
極
の

差
異
的
役
割
分
担
、
構
造
を
構
成
す
る
項
の
各
々
固
有
性
が
問
趨

と
な
っ
て
く
る
。
第
二
の
問
題
は
、
関
係
が
一
般
に
思
考
物
と
し

て
の
み
表
現
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
の
に
、
物
象
化
と
い
う
事
態
の

た
め
に
そ
れ
が
物
と
し
て
表
現
さ
れ
る
事
態
が
生
ず
る
点
に
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

か
が
か
が
、
思
考
物
を
表
現
す
る
他
の
物
に
、
自
己
関
係
す
る
こ

と
で
媒
介
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
表
現
構
造
の
内
部
、
つ
ま
り
担
い

手
が
関
係
を
担
う
そ
の
時
点
で
、
担
い
手
に
カ
テ
ゴ
リ
ー
そ
れ
自

身
は
決
し
て
現
出
し
な
い
。
こ
の
物
象
化
し
た
構
造
の
中
で
は
、
．

カ
テ
ゴ
リ
ー
の
物
象
性
と
そ
の
物
象
性
（
一
定
量
の
物
）
に
自
己

関
係
す
る
担
い
手
の
物
象
性
と
の
相
互
関
係
だ
け
が
出
現
し
て
い
．

る
。
物
の
背
後
に
あ
る
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
存
在
、
及
び
自
己
関
係
の

存
在
も
そ
れ
ぞ
れ
物
の
独
自
の
機
能
と
し
て
の
み
現
れ
て
く
る
の

で
あ
る
。
自
立
化
し
た
関
係
構
造
の
諸
規
定
性
を
担
う
、
物
と
物

の
相
互
関
係
だ
け
が
現
象
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
関
係
の
自
立
化

構
造
が
、
こ
こ
で
は
物
化
し
た
稚
造
と
し
て
存
在
し
て
い
る
。
そ

れ
ゆ
え
思
考
物
と
し
て
の
実
体
性
は
、
前
述
の
よ
う
に
等
価
物
と
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い
う
物
と
し
て
の
み
現
象
し
て
く
る
。
思
考
物
た
る
「
抽
象
的
人

間
労
働
」
そ
れ
自
身
の
規
定
は
、
現
象
構
造
の
中
で
は
不
可
能
な

の
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
他
の
物
の
一
定
量
と
し
て
価
格
だ
け
が
現

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

象
し
て
く
る
の
で
あ
り
、
価
格
規
定
は
可
能
で
あ
る
が
思
考
物
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

機
能
的
実
体
性
を
確
定
す
る
価
値
規
定
は
不
可
能
な
の
で
あ
る
。

商
品
の
価
値
表
現
は
、
以
上
の
よ
う
な
二
つ
の
問
魑
を
同
時
に
包

含
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
価
値
形
態
論
は
、
思
考
物
の
回
り
道
的

本
質
の
物
に
よ
る
表
現
、
物
化
し
た
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
物
化
し
た
自

己
関
係
と
の
相
亙
関
連
の
同
時
的
分
析
と
し
て
の
み
可
能
な
の
で

あ
る
。
こ
う
し
て
、
媒
介
物
そ
れ
自
身
の
極
と
、
そ
こ
へ
と
自
己

を
関
係
づ
け
る
極
の
相
互
前
提
的
連
関
と
し
て
把
握
さ
れ
た
「
回

り
道
」
構
造
は
、
さ
ら
に
商
品
関
係
に
お
い
て
物
化
し
て
構
造
化

さ
れ
て
く
る
こ
と
で
、
一
方
で
物
が
媒
介
項
と
し
て
迂
回
的
性
格

を
持
つ
と
と
も
に
、
他
方
で
別
の
物
が
自
己
関
係
の
項
を
形
成
す

る
こ
と
に
な
る
。
「
回
り
遣
」
構
造
が
物
象
化
す
る
こ
と
で
、
そ
の

両
極
が
物
と
し
て
存
在
す
る
事
態
、
つ
ま
り
「
回
り
遭
」
の
物
化

し
た
形
態
を
マ
ル
ク
ス
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
「
あ
る
商
品
の
、

た
と
え
ぱ
、
リ
ン
ネ
ル
の
、
現
物
形
態
は
、
そ
の
商
品
の
価
値
形

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

態
の
正
反
対
物
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
商
品
は
、
あ
る
別
の
現
物
形

、
　
　
、
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

態
を
、
あ
る
別
の
商
品
の
現
物
形
態
を
、
自
己
の
価
値
形
態
に
し

、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
そ
の
商
品
は
、
自
己
自
身
に
対
し
て
直
接

、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

に
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
を
、
直
接
に
他
の
商
品
に
対
し
て
、

、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

し
た
が
っ
て
ま
た
回
り
遣
を
し
て
自
己
自
身
に
対
し
て
、
す
る
こ

、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

と
が
で
き
る
の
で
あ
る
」
（
宍
・
雪
m
宥
＞
二
ω
・
8
）
。
こ
こ
で
は
、

第
三
節
で
引
用
し
た
「
回
り
遭
」
規
定
と
は
明
ら
か
に
異
な
る
意

味
づ
け
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
物
的
に
表
現
す
る

他
の
商
品
の
現
物
形
態
を
媒
介
と
し
て
自
己
の
価
直
性
格
を
表
現

す
る
こ
と
を
も
っ
て
「
回
り
遺
」
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
カ

テ
ゴ
リ
ー
の
「
回
り
道
」
的
性
格
が
物
と
物
の
関
係
に
お
い
て
現

象
し
て
お
り
、
か
つ
一
方
の
物
は
他
方
の
物
に
媒
介
さ
れ
て
自
己

の
「
価
値
性
椿
」
と
い
う
関
係
の
担
い
手
と
し
て
の
本
質
を
開
示

す
る
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
前
節
で
述
べ
た
よ
う
に
価
値
物
と
し
て
の
規
定
は
、

関
係
の
担
い
手
と
し
て
物
を
規
定
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
関
係
そ

れ
自
身
の
抽
出
を
踏
ま
え
て
、
諸
物
は
、
そ
こ
か
ら
関
係
を
担
う

も
の
と
し
て
規
定
し
返
さ
れ
る
だ
け
で
あ
っ
て
、
諸
物
の
間
に
は

何
の
区
別
も
存
在
し
な
い
。
価
値
物
と
し
て
の
規
定
は
同
時
か
つ

同
一
の
規
定
で
し
か
あ
り
え
な
い
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
現

象
構
造
の
分
析
に
お
い
て
は
事
情
は
異
な
る
。
こ
こ
に
お
い
て
は

上
述
の
よ
う
に
各
項
が
同
一
の
構
造
を
担
い
つ
つ
も
、
そ
の
構
造

927
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内
の
役
割
分
担
に
お
い
て
対
立
的
・
か
つ
相
補
的
な
異
質
の
規
定
を

受
け
取
る
。
一
方
が
カ
テ
ゴ
リ
ー
そ
れ
自
身
の
存
在
を
担
う
の
に

対
し
て
、
他
方
は
自
己
関
係
と
い
う
役
割
を
果
た
す
の
で
あ
る
。

媒
介
機
能
を
持
つ
思
考
物
、
す
な
わ
ち
「
抽
象
的
人
間
労
働
」
は

等
価
形
態
に
あ
る
物
に
お
い
て
表
現
さ
れ
、
他
方
相
対
的
価
値
形

態
に
お
か
れ
る
物
は
そ
の
等
価
形
態
に
お
か
れ
た
物
の
一
定
量
を

自
己
に
関
係
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
と
き
、
自
己
関
係
の
極
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
〃
〕

主
体
的
・
能
動
的
な
役
回
り
を
果
た
し
、
思
考
物
そ
れ
自
体
を
表

現
す
る
極
は
客
観
的
・
受
動
的
な
項
と
し
て
各
々
役
割
分
担
を
し

つ
つ
、
価
値
の
現
象
構
造
を
全
体
と
し
て
構
成
す
る
の
で
あ
る
。

現
象
構
造
の
分
析
に
於
い
て
初
め
て
、
両
極
の
役
割
分
担
の
区
別

が
間
題
と
な
り
う
る
の
で
あ
る
一
し
た
が
っ
て
、
関
係
の
担
い
手

と
し
て
の
両
極
の
同
一
性
、
思
考
物
の
内
属
す
る
物
と
し
て
の
性

格
規
定
と
、
そ
の
思
考
物
の
物
に
よ
る
表
現
構
造
に
お
け
る
両
極

の
役
割
の
区
別
的
性
格
規
定
と
は
、
論
理
次
元
が
異
な
り
、
そ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
旭
）

ぞ
れ
前
者
は
実
体
分
析
、
後
者
は
形
態
分
析
に
対
応
す
る
。
論
理
．

次
元
の
そ
の
よ
う
な
差
異
化
が
不
可
避
と
な
る
深
奥
の
根
拠
は
、

前
述
の
よ
う
な
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
自
立
化
（
実
体
化
）
と
そ
の
物
化

と
い
う
特
殊
な
事
態
の
た
め
に
、
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
抽
出
と
そ
の
表

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
9
〕

現
が
分
離
せ
ざ
る
を
え
な
い
点
に
あ
る
。
表
現
が
独
立
化
す
る
の

で
あ
る
。
単
な
る
関
係
の
表
現
と
し
て
は
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
抽
出
す

る
こ
と
と
言
語
に
よ
る
そ
の
表
現
と
は
一
体
的
な
も
の
で
あ
り
、

区
別
す
る
必
要
は
全
く
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
こ
こ
で
は
カ
テ
ゴ
リ

ー
が
透
明
な
形
で
は
現
象
せ
ず
、
物
に
よ
っ
て
隠
蔽
さ
れ
て
い
る
。

物
の
背
後
に
あ
る
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
実
体
性
は
、
こ
の
物
自
身
を
捨

象
す
る
価
値
の
実
体
分
析
に
よ
っ
て
の
み
な
さ
れ
う
る
の
で
あ
り
、

他
方
こ
の
物
が
自
立
し
た
関
係
の
構
造
的
諸
契
機
と
し
て
現
れ
出

て
い
る
事
態
そ
の
も
の
、
物
に
物
が
媒
介
さ
れ
る
構
造
、
或
い
は

物
に
物
が
自
己
関
係
す
る
構
造
の
分
析
は
価
値
形
態
論
に
お
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

は
じ
め
て
果
さ
れ
る
。
前
者
の
分
析
は
物
の
捨
象
に
よ
っ
て
の
み

、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

可
能
で
あ
り
、
後
者
の
分
析
は
物
を
捨
象
す
る
な
ら
ぱ
不
可
能
と

、
　
　
、

な
る
の
で
あ
る
。
思
考
物
と
し
て
の
実
体
的
機
能
性
の
側
面
を
規

定
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
恩
考
物
を
抽
出
す
る
と
同
時
に
そ
の
思
考

物
の
体
化
し
て
い
る
物
自
身
が
抽
象
化
さ
れ
、
他
方
、
思
考
物
が

物
と
し
て
現
象
し
て
く
る
構
造
を
分
析
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
思

考
物
そ
れ
自
身
の
自
立
的
存
在
（
実
体
規
定
）
は
捨
象
さ
れ
ざ
る

を
え
な
い
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
抽
出
（
実
体
分

析
）
と
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
表
現
（
現
象
形
態
の
分
析
）
と
が
相
対
的

に
独
立
し
て
遂
行
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
根
拠
が
あ
る
。
こ
の
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、

に
、
商
品
関
係
に
お
け
る
物
象
化
構
造
は
、
分
析
者
を
し
て
二
元

730
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、
　
、
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
0
〕

的
叙
述
を
不
可
避
と
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
物
化
に

よ
つ
て
必
然
的
に
も
た
ら
さ
れ
る
こ
の
よ
う
な
二
段
性
を
明
確
化

し
な
い
こ
と
か
ら
、
後
述
す
る
よ
う
に
「
回
り
遣
」
解
釈
に
お
い

て
ど
ち
ら
か
に
二
兀
化
す
る
傾
向
が
生
じ
て
く
る
。

　
こ
こ
で
武
田
氏
と
久
留
間
氏
の
論
争
に
言
及
す
れ
ぱ
、
武
田
氏

美
魂
氏
も
豆
対
立
し
て
い
る
よ
う
で
同
一
の
難
点
巽
有

し
て
い
る
。
そ
も
そ
も
、
久
留
間
氏
に
お
い
て
は
価
値
実
体
論
と

価
値
形
態
論
の
区
別
と
関
連
を
ど
う
理
解
す
る
か
、
と
い
う
間
題
、

つ
ま
り
、
両
項
の
同
一
性
（
価
値
の
実
体
規
定
）
と
区
別
性
（
価

値
形
憾
の
二
規
定
）
が
論
理
的
に
把
握
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
た

め
に
、
論
理
的
に
別
個
の
諸
規
定
が
同
時
に
取
り
上
げ
ら
れ
混
在

さ
せ
ら
れ
る
こ
と
で
、
マ
ル
ク
ス
に
は
な
い
”
リ
ン
ネ
ル
が
上
衣

に
価
値
規
定
を
与
え
、
そ
の
上
で
上
衣
は
価
値
体
（
等
価
物
）
に

な
る
・
と
い
う
独
特
の
解
釈
が
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
（
『
貨
幣

論
』
〔
大
月
書
店
一
九
七
九
年
〕
一
〇
四
、
一
一
五
、
二
一
五
頁
）
。

し
か
し
、
リ
ン
ネ
ル
が
能
動
的
に
立
ち
回
る
時
、
つ
ま
り
相
対
的

価
値
形
態
に
あ
る
時
、
上
衣
の
受
け
取
る
規
定
は
等
価
物
規
定
で

あ
り
、
そ
こ
で
は
両
者
の
価
値
規
定
は
既
に
前
提
と
さ
れ
て
い
る
。

他
方
、
上
衣
に
価
値
規
定
が
与
え
ら
れ
る
過
程
は
・
論
理
的
に
も

、
　
　
、
　
　
、

同
時
に
リ
ン
ネ
ル
に
価
値
規
定
が
与
え
ら
れ
る
過
程
で
あ
り
・
両

項
の
価
値
物
と
し
て
の
規
定
は
剛
一
か
赴
秒
で
あ
る
。
こ
こ
で
は

リ
ン
ネ
ル
は
能
動
的
役
回
り
に
お
い
て
は
規
定
さ
れ
え
な
い
。
久

留
間
氏
は
、
こ
の
両
分
析
を
区
別
で
き
ず
、
そ
の
た
め
に
両
課
題

の
混
入
し
た
架
空
の
間
題
を
設
定
す
る
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、

価
値
の
実
体
規
定
の
課
題
で
同
時
に
与
え
ら
れ
る
上
衣
の
価
値
規

定
が
切
り
離
さ
れ
、
か
つ
他
方
で
価
値
形
態
論
で
主
魑
と
な
る
能

動
的
規
定
が
リ
ン
ネ
ル
に
与
え
ら
れ
、
そ
の
上
で
後
者
の
規
定
を
．

付
与
さ
れ
た
リ
ン
ネ
ル
が
価
値
実
体
論
で
な
さ
れ
る
べ
き
価
値
規

定
を
上
衣
に
与
え
る
と
い
う
二
重
三
重
の
誤
り
が
重
ね
ら
れ
、
架

空
の
分
析
課
題
が
作
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
価
値
規
定
が
そ
れ
ぞ
れ

の
商
品
に
与
え
ら
れ
、
し
か
る
の
ち
に
両
項
の
区
別
的
規
定
が
与

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
η
）

え
ら
れ
る
と
い
う
マ
ル
ク
ス
の
分
析
の
二
段
性
、
す
な
わ
ち
、
価

値
の
実
体
規
定
（
両
項
の
価
値
規
定
）
と
価
値
表
現
の
区
別
的
規

定
と
が
、
そ
れ
ぞ
れ
独
立
の
一
階
梯
を
な
す
こ
止
を
氏
は
予
感
は

し
て
い
る
も
の
の
純
粋
に
区
別
し
て
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
ず
・

各
々
の
分
析
課
題
に
属
し
て
い
る
も
の
を
他
方
の
課
題
に
混
入
さ

せ
て
し
ま
い
、
そ
の
結
果
偽
り
の
二
段
が
ま
え
の
論
理
を
構
成
す

る
の
で
あ
る
。
武
田
氏
は
こ
れ
に
対
し
て
、
こ
の
よ
う
な
久
留
間

氏
の
混
乱
し
た
提
起
の
前
提
そ
の
も
の
を
基
本
的
に
継
承
し
て
・

そ
の
土
俵
の
う
え
で
批
判
を
行
う
。
氏
は
リ
ン
ネ
ル
が
上
衣
に
価
　
　
撒



一橋論叢　第91巻　第5号　（162）

値
物
と
し
て
の
規
定
を
付
与
す
る
過
程
は
価
値
の
顕
現
過
程
で
あ

り
・
上
衣
の
等
価
物
と
し
て
の
規
定
が
な
さ
れ
る
過
程
と
全
く
同

一
で
あ
る
、
し
た
が
っ
て
上
衣
の
価
値
規
定
は
価
値
表
現
の
内
部

で
は
と
り
も
な
お
さ
ず
価
値
体
（
等
価
物
）
と
し
て
の
規
定
で
あ

る
、
そ
こ
に
は
価
値
物
と
し
て
の
規
定
か
ら
価
値
体
、
等
価
物
へ

の
規
定
の
転
化
は
存
在
し
な
い
、
と
主
張
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

（
『
価
値
形
態
と
貨
幣
』
梓
出
版
一
九
八
二
年
一
九
四
頁
）
結
論
的

に
い
え
ば
、
武
田
氏
の
久
留
間
理
論
の
二
段
が
ま
え
へ
の
批
判
は

架
空
の
問
題
へ
の
批
判
で
あ
る
が
、
同
時
に
他
方
で
は
、
そ
の
上

衣
の
価
値
規
定
と
上
衣
の
受
動
規
定
（
等
価
物
規
定
）
の
論
理
的

同
時
性
を
主
張
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
氏
は
マ
ル
ク
ス
の
方
法
の
二

段
性
を
も
否
定
し
て
し
ま
つ
て
い
る
の
で
あ
る
。
久
留
間
理
論
の

内
に
、
混
乱
し
た
ま
ま
で
は
あ
る
が
含
意
さ
れ
て
い
た
価
値
規
定

と
価
値
表
現
に
お
け
る
等
価
物
規
定
の
区
別
、
つ
ま
り
「
回
り
道
」

構
造
に
お
け
る
二
重
性
小
価
値
表
現
の
等
価
物
規
定
の
側
面
に
の

み
還
元
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
も
そ
も
武
田
氏
に
あ
つ
て
は
抽

象
物
の
「
回
り
道
」
的
本
質
が
看
過
さ
れ
て
お
り
、
そ
し
て
ま
た

そ
の
「
回
り
遣
」
構
造
と
そ
れ
が
物
と
し
て
現
象
し
て
く
る
事
態

　
の
論
理
的
差
異
性
も
把
握
さ
れ
な
い
。
抽
象
物
と
い
う
機
能
的
実

体
性
の
担
い
手
と
し
て
の
属
性
を
物
の
属
性
と
し
て
規
定
す
る
事

（
価
値
物
規
定
）
と
、
そ
の
不
可
視
の
属
性
が
等
価
物
と
い
う
物
の

使
用
価
値
と
一
体
化
し
た
規
定
と
し
て
現
象
し
て
く
る
こ
と
（
等

価
物
規
定
）
と
は
同
一
の
事
態
で
は
あ
る
が
、
論
理
上
別
々
の
側

面
で
あ
り
、
既
述
の
よ
う
に
他
方
を
捨
象
し
て
の
み
叙
述
可
能
な

の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
両
項
の
価
値
物
規
定
か
ら
、
等
価
物

規
定
及
び
相
対
的
価
値
形
態
の
規
定
へ
の
論
理
的
な
二
段
が
ま
え

の
進
展
は
マ
ル
ク
ス
の
叙
述
に
お
い
て
不
可
避
な
の
で
あ
る
。
久

留
間
氏
の
矛
盾
を
突
く
あ
ま
り
、
武
田
氏
は
こ
の
点
を
捨
て
さ
つ

て
し
ま
っ
た
と
い
え
る
。
こ
の
よ
う
な
武
田
氏
の
解
釈
方
向
と
は

違
う
も
う
ひ
と
つ
別
の
久
留
間
理
論
の
二
兀
化
の
解
釈
方
向
が
あ

る
。
「
価
値
と
し
て
等
置
す
る
こ
と
に
よ
り
、
相
異
な
る
労
働
を

人
間
労
働
と
し
て
相
互
に
等
置
す
る
こ
と
が
『
回
り
遣
』
の
論
理

だ
と
解
す
る
」
（
下
平
尾
勲
氏
『
貨
幣
と
信
用
』
新
評
論
一
九
七

四
年
八
九
頁
）
。
こ
こ
で
は
、
抽
象
的
人
間
労
働
．
価
値
実
体
の

迂
回
的
性
格
が
そ
れ
な
り
に
把
握
さ
れ
て
い
る
が
、
物
象
化
と
い

う
こ
と
の
間
題
性
が
な
ん
ら
方
法
的
に
自
覚
さ
れ
て
い
ず
、
抽
象

物
が
物
と
し
て
現
象
し
て
く
る
「
回
り
遣
」
の
物
象
的
性
格
が
看

過
さ
れ
て
い
る
。
武
田
氏
に
お
い
て
は
、
逆
に
物
象
化
し
た
位
相

で
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
表
現
だ
け
が
、
つ
ま
り
「
回
り
道
」
の
現
象

形
態
だ
け
が
、
間
題
と
さ
れ
て
お
り
、
思
考
物
．
カ
テ
ゴ
リ
ー
の

732
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「
回
り
遺
」
的
本
質
が
看
過
さ
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
こ
れ
ら

の
両
傾
向
は
、
マ
ル
ク
ス
の
「
回
り
遣
」
論
の
そ
れ
ぞ
れ
一
面
だ

け
を
取
り
出
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
価
値
表
現
に
お
け
る
「
回

り
道
」
は
二
重
の
転
倒
を
孕
む
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
理
論
的
に

明
確
化
さ
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
一
方
で
そ
れ
は
実
体
論
、
抽
象
的

人
間
労
働
論
に
遼
元
さ
れ
、
他
方
で
は
表
現
論
、
価
値
形
態
論
に

還
元
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

第
六
節

小
括

　
「
経
済
的
カ
テ
ゴ
リ
ー
批
判
」
に
お
け
る
「
回
り
遺
」
論
の
核

、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゲ
〆
ノ
ケ

心
は
「
回
り
遣
」
構
造
そ
れ
自
体
の
問
題
性
が
、
一
方
で
思
考
物

の
迂
回
的
性
格
、
つ
ま
り
関
係
の
自
立
化
の
帰
結
で
あ
る
カ
テ
ゴ

リ
ー
の
近
代
的
な
形
態
性
の
把
握
へ
と
理
論
的
に
深
化
さ
れ
る
と

共
に
、
他
方
で
そ
の
迂
回
性
の
物
象
化
と
い
う
事
態
の
問
題
性
の

解
明
と
が
重
ね
合
わ
さ
れ
て
く
る
点
に
あ
る
。
つ
ま
り
、
「
経
済

的
カ
テ
ゴ
リ
ー
」
は
初
期
マ
ル
ク
ス
の
「
回
り
遺
」
論
の
水
準
で

は
解
か
れ
え
な
い
固
有
の
位
相
を
も
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゲ
グ
ノ
　
ケ

批
判
的
解
明
の
た
め
に
は
「
思
考
物
」
諭
と
「
物
象
化
」
論
の
把

握
を
不
可
欠
と
す
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
「
回
り
道
」
の
物
象
化

と
も
い
う
ぺ
き
事
態
で
あ
り
、
裏
面
か
ら
い
え
ぱ
初
期
マ
ル
ク
ス

に
よ
る
「
回
り
道
」
構
造
の
批
判
的
把
握
は
、
後
期
マ
ル
ク
ス
の

方
法
の
背
後
に
お
い
て
保
存
さ
れ
貫
徹
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ

う
し
て
、
価
値
表
現
の
「
回
り
遺
」
構
造
は
二
重
の
転
倒
性
に
お

い
て
捉
え
ら
れ
る
。
第
一
に
恩
考
物
・
抽
象
物
は
媒
介
者
と
．
な
る

こ
と
で
独
特
の
迂
回
的
性
格
を
も
つ
よ
う
に
な
り
、
商
品
関
係
は

個
値
抽
象
と
い
う
「
回
り
遭
」
を
経
て
遂
行
さ
れ
る
。
第
二
に
そ

の
媒
介
者
た
る
思
考
物
は
物
象
化
す
る
こ
と
で
そ
の
「
回
り
遺
」

構
造
は
物
と
し
て
存
在
し
、
表
現
さ
れ
て
く
る
。
す
な
わ
ち
、
物

が
迂
回
的
性
格
を
も
つ
も
の
と
し
て
現
象
し
て
く
る
。
こ
の
二
重

の
転
倒
に
即
し
て
マ
ル
ク
ス
が
「
回
り
道
」
規
定
を
そ
れ
ぞ
れ
二

様
に
使
い
分
け
て
い
る
こ
と
は
前
節
と
第
三
節
で
引
用
し
た
と
お

り
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
は
以
上
の
よ
う
な
筆
者
の
立
論
を
裏
付
け

る
も
の
で
あ
る
。
従
来
の
「
回
り
道
」
論
を
巡
る
諸
議
論
は
、
出

発
点
の
一
つ
と
し
て
久
留
間
氏
の
解
釈
を
も
っ
て
い
た
が
、
久
留

間
理
論
で
は
こ
の
よ
う
な
「
回
り
遺
」
の
二
重
性
が
明
路
に
把
握

さ
れ
ず
、
「
回
り
遭
」
構
造
の
諸
契
機
が
混
在
さ
れ
て
い
た
。
そ

の
こ
と
が
そ
の
後
の
論
争
の
分
妓
に
結
果
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
し
て
根
本
的
に
は
、
従
来
の
マ
ル
ク
ス
研
究
に
お
い
て
、
近
代

市
民
社
会
に
お
け
る
関
係
の
自
立
化
の
帰
結
た
る
恩
考
物
の
形
態

的
特
質
が
把
握
さ
れ
ず
、
し
た
が
っ
て
ま
た
物
象
化
論
が
皮
相
に
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理
解
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
以
上
の
よ

う
に
、
マ
ル
ク
ス
の
「
回
り
遺
」
論
は
、
経
済
的
カ
テ
ゴ
リ
ー
の

批
判
的
把
握
に
お
い
て
有
効
な
方
法
的
契
機
を
構
成
し
て
い
た
が
、

そ
れ
に
と
ど
ま
ら
ず
、
市
民
社
会
の
機
能
様
式
を
考
察
対
象
と
す

る
社
会
科
学
の
方
法
論
に
と
っ
て
、
そ
れ
は
な
お
理
論
的
展
開
の

可
能
性
を
秘
め
て
い
る
と
恩
わ
れ
る
。
そ
れ
を
今
後
の
課
題
と
し

て
稿
を
閉
じ
る
こ
と
と
し
た
い
。

　
　
本
稿
で
の
マ
ル
ク
ス
か
ら
の
引
用
は
、
旨
曹
具
向
品
〇
一
餉
考
s
ぎ
↓

　
旨
向
オ
等
通
常
の
略
号
を
用
い
た
。
引
用
文
中
の
強
調
点
は
、
す
ぺ

　
て
筆
者
の
も
の
で
あ
る
。

（
1
）
　
正
木
八
郎
氏
「
抽
象
的
人
間
労
働
」
『
資
本
論
を
学
ぷ
』
1
一

　
二
四
頁
、
有
斐
閣
（
一
九
七
七
年
）
。

（
2
）
　
さ
し
あ
た
り
、
関
根
猪
一
郎
氏
「
久
留
間
鮫
造
著
『
貨
幣
諭
』

　
の
個
値
論
論
争
に
お
け
る
地
位
」
『
経
済
と
経
済
挙
』
東
京
都
立
大

　
挙
4
9
・
5
0
号
（
一
九
八
二
年
）
を
参
照
の
こ
と
。

（
3
）
注
（
8
）
（
1
0
）
（
1
1
）
を
参
照
の
こ
と
。

（
4
）
　
拙
稿
「
マ
ル
ク
ス
経
済
挙
批
判
の
方
法
的
前
提
に
つ
い
て
」
『
一

　
橋
論
叢
』
。
第
9
1
巻
第
2
号
一
九
八
四
年
。
「
市
民
社
会
に
お
け
る
カ

　
テ
ゴ
リ
ー
の
形
態
性
」
と
い
う
間
題
を
、
別
の
視
点
か
ら
で
は
あ
る

　
が
、
知
識
の
形
態
性
の
問
題
と
し
て
論
じ
石
も
の
に
中
西
新
太
郎
氏

　
「
生
活
現
実
を
学
校
知
識
に
お
り
あ
わ
せ
る
と
い
う
こ
と
」
（
『
研
究

　
紀
要
』
第
3
4
巻
鹿
児
島
大
一
九
八
四
年
）
が
あ
る
。

（
5
）
　
媒
介
者
は
同
時
に
総
括
者
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
。
く
o
目
－
、
書
向
Ω
＞

　
＞
9
・
目
因
P
－
ω
・
塞
α
そ
こ
か
ら
「
市
民
社
会
の
総
括
は
国
家
と

　
い
う
形
態
で
」
（
旨
己
一
ω
．
N
O
O
｛
．
）
な
さ
れ
る
と
い
う
理
解
が
導
出

　
さ
れ
る
。
『
ユ
ダ
ヤ
人
問
題
に
．
よ
せ
て
』
の
国
家
論
と
後
期
マ
ル
ク

　
ス
の
国
家
論
は
「
回
り
道
」
諭
に
よ
っ
て
接
続
し
て
い
る
と
い
え
よ

　
う
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
既
に
平
子
友
長
氏
が
言
及
し
て
い
る
。

　
（
「
マ
ル
ク
ス
の
経
済
学
批
判
の
展
開
方
法
」
『
経
済
理
論
学
会
年
報

　
1
7
集
』
九
九
～
一
〇
〇
頁
及
ぴ
注
（
7
）
、
一
九
八
○
年
度
）

（
6
）
　
「
抽
象
的
な
周
隈
さ
れ
た
様
式
」
と
は
、
筆
者
の
理
解
で
は
、

　
後
に
定
式
化
さ
れ
る
「
自
己
関
係
」
を
意
味
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　
『
ユ
ダ
ヤ
人
問
題
に
よ
せ
て
』
で
は
こ
の
側
面
の
主
題
的
考
察
は
な

　
さ
れ
て
は
い
な
い
が
、
政
治
的
国
家
の
成
貝
と
し
て
は
、
そ
れ
は

　
「
自
己
意
識
的
な
活
動
」
と
し
て
の
「
政
治
的
行
為
」
と
し
て
捉
え

　
ら
れ
て
い
る
。
「
－
…
非
政
治
的
な
人
間
は
必
然
的
に
自
然
的
な
人

　
閥
と
し
て
現
れ
る
。
人
の
檎
利
は
自
然
権
と
し
て
現
れ
る
。
な
ぜ
な

　
ら
、
印
ひ
齢
齢
か
瀞
跡
（
ω
o
ヨ
u
m
ε
Φ
峯
冨
ω
ぎ
H
誉
何
岸
価
津
）
は
政
治
的

　
な
行
為
に
築
中
す
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
利
己
的
な
人
間
は
解
消

■
さ
れ
た
社
会
の
受
助
的
な
、
単
な
る
既
成
結
果
で
あ
り
、
直
接
的
確

　
信
の
対
象
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
自
然
的
な
対
象
で
あ
る
。
」
（
室
向
老

　
｝
o
・
ご
ω
・
u
s
）
こ
の
よ
う
に
マ
ル
ク
ス
は
媒
介
項
が
イ
デ
ア
ル
な
性

　
裕
を
持
つ
場
合
は
、
諸
個
人
は
「
自
己
意
識
的
活
動
」
と
い
う
「
抽

　
象
的
な
様
式
」
て
「
回
り
道
」
構
造
を
担
う
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

　
詳
し
く
は
前
掲
拙
稿
参
照
』
金
体
と
し
て
本
稿
は
前
稿
で
の
議
諭
を

　
前
提
と
し
て
い
る
。
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（
ア
）
　
マ
ル
ク
ス
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
論
、
自
己
関
係
概
念
に
つ
い
て
は
、

　
前
掲
拙
稿
で
略
述
し
た
。
な
お
、
マ
ル
ク
ス
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
論
の
哲

．
単
史
的
前
提
に
つ
い
て
は
、
別
に
検
討
す
る
予
定
で
あ
る
。

（
8
）
　
価
値
実
体
分
析
の
意
義
を
巡
る
諸
見
解
の
分
立
状
況
に
も
か
か

　
わ
ら
ず
、
金
論
者
が
共
適
に
、
近
代
に
お
け
る
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
機
能
．

　
的
実
体
性
と
い
う
問
魑
性
を
明
確
に
し
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
を
指
摘

　
で
き
る
。
換
言
す
れ
ば
、
抽
象
的
人
間
労
働
の
規
定
に
際
し
て
マ
ル

　
ク
ス
が
残
し
た
二
様
の
規
定
を
整
合
的
に
把
握
す
る
論
理
の
摘
出
に

　
成
功
し
て
こ
な
か
っ
た
と
い
え
る
。
論
争
史
的
に
は
こ
の
間
魑
性
は

　
ル
ー
ピ
ン
に
お
い
て
は
じ
め
て
自
覚
的
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
「
価

　
値
実
体
と
し
て
の
こ
の
抽
象
的
人
間
労
働
を
一
方
で
社
会
的
実
体

　
（
『
資
本
諭
』
第
一
章
第
一
節
）
・
－
－
と
呼
ぴ
、
他
方
で
は
生
理
学
的

　
意
味
で
の
人
間
労
働
カ
の
支
出
（
第
二
節
）
ま
た
は
生
理
挙
上
の
真

　
理
（
第
四
節
）
と
規
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
が

　
商
品
生
産
社
会
特
有
の
も
の
な
の
か
、
そ
れ
と
も
歴
史
貫
通
的
な
超

歴
史
的
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
あ
る
か
と
い
う
論
点
に
関
し
て
二
様
の
解
釈
、

混
乱
の
余
地
を
残
し
た
こ
と
に
対
し
て
－
：
と
も
か
く
も
両
者
を
統

　
一
的
に
把
握
し
よ
う
と
す
る
最
初
の
体
系
的
な
試
み
と
し
て
ル
ー
ピ

　
ン
理
論
を
意
味
づ
け
る
こ
と
が
で
き
よ
う
」
（
西
口
直
次
郎
氏
「
マ

　
ル
ク
ス
価
値
論
の
発
生
論
的
方
法
」
『
経
済
学
雑
誌
』
第
8
0
巻
第
－

号
四
頁
一
九
七
九
年
）
。
し
か
し
、
ル
ー
ピ
ン
理
論
も
本
文
で
指
摘

し
た
よ
う
な
労
働
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
抽
象
物
と
し
て
の
機
能
的
意
義
を

明
確
化
し
え
な
か
っ
た
。
ま
た
、
ル
ー
ビ
ン
の
主
張
す
る
内
容
↓
形

態
．
形
態
↓
内
容
の
方
法
論
的
問
趨
に
つ
い
て
は
マ
ル
ク
ス
の
指
摘

す
る
「
形
態
内
容
（
勾
O
『
昌
巨
邑
“
）
」
（
声
O
『
ω
宥
＞
二
ω
．
冒
）
の

理
諭
的
意
義
を
明
確
化
す
る
こ
と
が
大
前
提
と
さ
れ
る
ぺ
き
で
あ
る
。

見
囲
石
介
異
に
関
し
て
い
え
ぱ
、
抽
象
的
人
間
労
働
概
念
が
な
に
ゅ

え
に
超
歴
史
的
内
容
を
表
現
し
つ
つ
歴
史
的
で
あ
る
か
そ
の
論
理
を

明
確
に
提
出
し
え
ず
、
そ
の
緒
果
両
規
定
の
二
元
論
的
並
存
と
い
う

混
乱
に
陥
い
っ
た
と
い
え
る
。
（
見
田
理
論
に
お
け
る
実
体
・
形
態

関
係
の
二
元
諭
的
性
格
を
批
判
す
る
も
の
と
し
て
、
中
西
新
太
郎
氏

「
社
会
科
教
育
に
お
け
る
『
科
学
』
の
再
把
握
」
『
一
橋
論
叢
』
〔
第
8
7

巻
第
2
号
一
九
八
二
年
〕
、
同
「
唯
物
論
的
社
会
把
握
と
生
産
分
析
」

〔
岩
崎
允
胤
編
『
科
学
の
方
法
と
社
会
認
識
』
汐
文
社
一
九
七
九
年

所
収
論
文
〕
、
乎
子
友
畏
氏
前
掲
論
文
、
が
参
照
さ
れ
る
ぺ
き
で
あ

る
。
）
氏
に
お
い
て
は
市
民
社
会
に
お
け
る
思
考
物
の
形
態
性
の
無

理
解
が
あ
り
、
ま
た
そ
こ
か
ら
「
抽
象
」
に
つ
い
て
も
皮
相
な
解
釈

が
施
さ
れ
る
。
氏
に
よ
れ
ぱ
、
物
の
関
係
の
内
か
ら
社
会
的
実
体
を

析
出
し
た
マ
ル
ク
ス
の
価
値
抽
象
は
、
挙
問
的
分
析
の
た
め
事
実
を

純
化
す
る
単
な
る
一
手
続
き
「
予
傭
工
作
」
（
『
資
本
論
の
方
法
』
弘
文

堂
一
九
六
三
年
一
七
頁
）
「
人
為
的
抽
象
」
（
『
見
田
著
作
集
第
5
巻
』

二
三
～
二
四
頁
）
と
し
て
し
か
把
握
さ
れ
な
い
。
そ
れ
は
久
留
間
氏

に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
久
留
間
氏
も
「
科
学
的
認
識
の
た
め
の

不
可
欠
な
の
手
続
き
と
し
て
の
『
捨
象
』
の
本
来
の
意
義
」
（
『
貨
幣

論
』
一
五
五
～
一
五
七
頁
）
と
い
う
側
面
だ
け
が
一
面
的
に
主
張
さ

れ
る
。
武
田
氏
と
の
諭
争
に
お
い
て
、
久
留
間
氏
は
客
観
的
抽
象
の

意
義
を
問
魑
化
し
よ
う
と
す
る
武
田
氏
の
積
極
的
意
図
を
頭
か
ら
否

定
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
抽
象
の
社
会
的
意
義
に
着
目
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し
よ
う
と
す
る
限
り
で
、
武
囲
氏
の
議
諭
に
は
妥
当
性
が
あ
り
、
む

　
し
ろ
そ
の
提
起
を
受
け
止
め
稜
極
的
に
解
明
さ
れ
る
ぺ
き
で
あ
っ
た
。

但
し
久
留
間
氏
に
関
し
て
い
え
ぱ
、
氏
は
『
資
本
論
研
究
』
（
河
出

書
房
一
九
四
八
年
）
の
座
談
会
に
お
い
て
は
、
単
な
る
分
析
に
は
還

　
元
さ
れ
え
な
い
「
客
観
的
抽
象
」
の
独
自
の
意
義
を
認
め
る
発
言
を

　
し
て
い
た
。
（
九
六
頁
）
と
こ
ろ
が
、
氏
は
そ
こ
で
「
客
観
的
抽
象
」

　
の
意
味
内
容
を
明
確
に
提
示
は
せ
ず
、
そ
の
緒
果
「
審
観
的
摘
象
」

　
の
指
摘
は
そ
の
後
、
理
論
的
に
深
化
さ
れ
ず
、
む
し
ろ
抽
象
の
超
歴

　
史
的
な
認
識
諭
的
一
般
化
が
一
面
的
に
強
調
さ
れ
る
先
の
よ
う
な
主

　
張
が
な
さ
れ
る
に
至
る
の
で
あ
る
。
そ
の
点
で
、
ゾ
ー
ン
．
レ
ー
テ

　
ル
が
摘
象
の
社
会
的
意
義
を
強
調
し
た
点
は
注
目
さ
れ
る
。
し
か
し
、

　
二
規
定
の
統
一
的
理
解
と
い
う
論
点
は
黙
殺
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
カ

　
テ
ゴ
リ
ー
の
近
代
的
形
態
性
と
物
象
化
の
区
別
と
関
連
、
商
品
と
貨

　
幣
の
物
象
と
し
て
の
形
態
的
差
異
、
な
ど
核
心
点
が
把
握
さ
れ
て
い

　
な
い
。
そ
の
欠
陥
は
彼
の
マ
ル
ク
ス
解
釈
が
、
独
特
の
カ
ン
ト
的
構

　
成
に
よ
っ
て
基
礎
づ
け
ら
れ
、
マ
ル
ク
ス
研
究
と
し
て
は
外
在
的
で

　
あ
る
点
、
へ
ー
ゲ
ル
の
反
省
規
定
の
諭
理
な
ど
が
切
り
捨
て
ら
れ
マ

　
ル
ク
ス
・
へ
ー
ゲ
ル
関
係
が
否
定
さ
れ
て
い
る
点
、
に
基
づ
い
て
い

　
る
と
い
え
る
。
と
は
い
え
、
近
代
に
お
け
る
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
実
体
性

　
と
い
う
問
題
性
を
予
感
し
て
い
る
点
で
彼
の
提
起
は
璽
要
で
あ
る

　
（
『
精
神
労
働
と
肉
体
労
働
』
水
田
洋
・
寺
田
光
雄
訳
、
合
同
出
版
一

一
九
七
五
年
）
。
本
稿
で
は
、
筆
者
の
主
張
を
代
表
的
な
見
解
に
対
質
さ

　
せ
る
こ
と
に
限
定
し
て
お
り
、
冒
及
で
き
な
か
っ
た
諸
論
点
に
つ
い

　
て
は
稿
を
改
め
た
い
。
抽
象
的
人
閻
労
働
の
量
的
規
定
佳
を
示
す
労

　
働
時
間
の
問
題
は
時
間
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
機
能
性
と
も
い
う
ぺ
き
問
魑

　
を
内
包
し
て
い
る
と
恩
わ
れ
る
が
、
そ
れ
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

　
ま
た
価
値
法
則
と
の
関
連
も
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
な
お
注
（
1
0
）

　
（
u
）
（
1
4
）
参
照
。

（
9
）
　
こ
こ
で
マ
ル
ク
ス
は
抽
象
的
人
間
労
働
と
い
う
性
格
規
定
は
両

　
項
に
共
通
し
て
お
り
、
ま
た
抽
象
的
人
間
労
働
と
い
う
個
値
抽
象
へ

　
の
還
元
は
同
時
的
で
あ
る
こ
と
を
述
ぺ
て
い
る
。
注
（
1
8
）
参
照
。

（
1
0
）
　
表
現
内
容
に
囚
わ
れ
た
形
態
内
容
の
看
過
と
い
う
問
題
は
宇
野

　
氏
の
理
諭
に
典
型
的
に
現
れ
て
い
る
。
字
野
氏
に
お
い
て
は
、
労
働

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
、
恩
考
物
と
し
て
の
属
性
に
お
け
る
機
能
的

　
瀞
勢
と
、
資
本
に
包
摂
さ
れ
た
現
実
の
労
働
過
程
自
身
が
も
つ
価
値

　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
増
殖
に
お
け
る
素
材
的
意
義
と
が
同
一
視
さ
れ
る
。
氏
は
「
社
会
的

　
抽
象
」
の
独
自
の
意
義
に
一
応
着
目
は
す
る
が
、
や
は
り
久
留
間
．

　
見
困
氏
同
様
に
、
恩
考
物
の
社
会
的
な
実
体
佳
を
決
し
て
把
握
せ
ず
、

　
そ
の
結
果
、
労
働
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
表
現
内
容
に
囚
わ
れ
、
そ

　
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
持
つ
形
態
性
を
見
藩
と
す
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し

　
て
、
そ
の
独
自
の
マ
ル
ク
ス
解
釈
に
基
づ
い
て
、
氏
は
マ
ル
ク
ス
に

　
よ
る
価
値
実
体
の
析
幽
を
窓
意
的
な
も
の
と
し
て
批
判
す
る
の
で
あ

　
る
（
『
資
本
論
研
究
』
前
出
九
二
頁
『
宇
野
著
作
集
第
九
巻
経
済
学

　
方
法
論
』
一
五
七
頁
以
降
）
。
と
こ
ろ
が
、
マ
ル
ク
ス
の
行
っ
た
価
値

　
抽
象
・
実
体
分
析
は
、
商
品
関
係
に
お
い
て
日
々
行
わ
れ
て
い
る
無

　
意
識
的
抽
象
を
自
覚
的
に
定
立
し
た
も
の
で
あ
り
、
現
実
の
交
換
関

　
係
に
お
い
て
な
さ
れ
て
い
る
抽
象
の
実
体
的
な
機
能
性
を
摘
出
す
る

　
も
の
で
あ
り
、
現
葵
と
即
応
す
る
分
析
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
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（
1
1
）
　
マ
ル
ク
ス
の
物
象
化
論
に
つ
い
て
の
筆
者
の
見
解
は
前
掲
拙
稿

　
（
第
四
節
）
で
略
述
し
て
お
り
、
本
稿
は
そ
れ
を
踏
ま
え
て
い
る
。

　
こ
こ
で
マ
ル
ク
ス
の
笑
体
分
析
は
暫
定
的
描
定
で
あ
る
と
解
釈
さ
れ

　
る
広
松
氏
の
見
解
に
つ
い
て
、
簡
単
に
検
討
し
て
お
き
た
い
。
氏
の

　
圭
張
は
、
従
来
の
「
抽
象
的
人
間
労
働
」
を
巡
る
二
元
論
的
解
釈
へ

　
の
批
判
の
試
み
と
し
て
そ
れ
自
体
は
評
価
さ
れ
る
ぺ
き
で
あ
り
、
ま

　
た
新
カ
ン
ト
派
の
価
値
概
念
と
マ
ル
ク
ス
価
値
論
と
の
関
連
に
つ

　
い
て
の
指
摘
も
検
討
さ
れ
る
ぺ
き
間
題
を
含
ん
で
い
る
と
い
え
る

　
（
『
資
本
論
の
哲
挙
』
現
代
評
論
社
一
九
七
四
年
、
一
七
七
員
）
。
が
、

　
そ
の
よ
う
な
社
会
存
在
論
－
認
識
論
的
間
題
を
考
察
す
る
犬
前
提
で

　
も
あ
る
、
マ
ル
ク
ス
価
値
論
そ
れ
自
身
の
内
在
的
理
解
と
い
う
点
で
、

籍
者
と
し
て
は
氏
の
マ
ル
ク
ス
解
釈
に
首
肯
し
が
た
い
問
題
を
感
じ

　
る
。
ま
ず
、
氏
が
、
「
実
体
」
と
い
う
規
定
の
も
と
に
何
を
了
解
さ

　
れ
て
い
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
が
問
題
と
な
る
。
周
知
の
よ
う
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
マ
ル
ク
ス
に
は
、
〕
；
の
実
体
L
論
と
も
い
う
ぺ
き
問
魑
把
握
が
、

経
済
学
批
判
体
系
の
方
法
論
的
前
提
と
し
て
あ
る
。
た
と
え
ぱ
、

「
価
値
の
実
体
は
決
し
て
特
殊
の
自
然
的
実
体
で
は
な
い
：
：
：
」

（
呂
向
Ω
＞
≧
〕
け
目
ω
O
．
H
ω
。
昌
Φ
）
「
あ
ら
ゆ
る
商
品
の
共
同
的
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

実
体
、
す
な
わ
ち
、
そ
の
質
料
的
な
素
材
、
し
た
が
っ
て
、
物
的
な

　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

規
定
と
し
て
の
実
体
で
は
な
く
、
諸
商
品
と
そ
れ
ゆ
え
諸
交
換
価
値

　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
と
し
て
の
共
同
的
な
実
体
…
－
」
（
コ
〕
巨
、
一
ω
．
5
α
）
。
と
こ
ろ
が
、

氏
に
お
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
マ
ル
ク
ス
実
体
論
の
重
層
性
が
顧
底

さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
恩
わ
れ
る
。
所
述
の
よ
う
に
マ
ル
ク
ス
の
価

値
実
体
規
定
は
、
近
代
市
民
社
会
に
お
い
て
関
係
そ
の
も
の
が
自
立

化
す
る
こ
と
で
実
体
的
な
意
義
を
も
っ
て
く
る
と
い
う
特
殊
的
事
態

を
規
定
し
た
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
に
こ
そ
「
社
会
的

実
体
」
と
し
て
自
然
的
実
体
と
の
区
別
の
含
意
さ
れ
た
規
定
を
マ
ル

ク
ス
は
与
、
λ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
広
松
氏
の
実
体
規

定
の
解
釈
に
お
け
る
間
魍
点
は
、
第
一
に
、
価
値
形
態
論
に
媒
介
さ

れ
る
こ
と
で
抽
象
的
人
間
労
働
規
定
は
最
終
的
・
究
極
的
に
社
会

的
．
歴
史
的
規
定
と
し
て
再
措
定
さ
れ
る
と
い
う
主
張
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
冒
頭
の
実
体
規
定
そ
の
も
の
に
お
い
て
社
会
的
形
態
性
が
ど

の
よ
う
に
規
定
さ
れ
る
の
か
と
い
う
論
点
が
回
避
さ
れ
「
社
会
的
実

体
性
」
の
「
社
会
的
」
の
意
味
内
容
が
、
か
の
「
生
理
単
的
云
々
」

の
歴
史
貫
通
的
規
定
と
ど
の
よ
う
に
統
一
的
に
解
さ
れ
る
の
か
そ
の

論
理
は
、
冒
頭
の
実
体
規
定
自
体
で
は
解
明
不
能
と
さ
れ
る
点
に
あ

る
。
そ
し
て
、
実
体
規
定
は
暫
定
的
で
あ
り
、
比
楡
的
表
現
に
す
ぎ

な
い
と
主
彊
さ
れ
る
こ
と
で
氏
に
お
い
て
は
む
し
ろ
、
マ
ル
ク
ス
の

与
え
た
そ
の
「
社
会
的
」
規
定
性
の
持
つ
問
題
性
が
看
過
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
と
い
え
る
。
第
二
に
、
氏
に
お
い
て
は
関
係
の
自
立
化
と

物
象
化
の
区
別
と
関
連
が
明
確
に
捉
え
ら
れ
て
は
い
な
い
。
そ
の
結

果
、
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
物
象
化
し
て
い
る
が
ゆ
え
に
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
実

体
的
性
楕
を
規
定
せ
ざ
る
を
え
な
い
と
い
う
、
実
体
分
析
の
必
要
と

さ
れ
た
事
憎
が
等
閑
視
さ
れ
、
逆
に
そ
の
実
体
的
性
格
そ
の
も
の
が

物
象
化
的
表
現
で
あ
る
と
み
な
さ
れ
る
。
し
か
し
、
．
マ
ル
ク
ス
の
行

っ
た
価
値
の
実
体
規
定
と
は
、
物
の
背
後
に
隠
さ
れ
て
い
る
自
立
的

関
係
の
実
体
性
を
確
定
す
る
も
の
に
ほ
か
な
ら
ず
、
そ
の
社
会
的
実

体
的
性
格
が
物
で
衰
現
さ
れ
る
と
い
う
物
象
化
的
表
現
を
巡
る
諸
規
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定
は
価
値
形
態
論
で
初
め
て
主
題
化
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
氏
に
お
い

　
て
は
関
係
の
自
立
化
そ
の
も
の
の
も
つ
固
有
の
転
倒
性
が
縄
ま
れ
ず
、

　
関
係
を
自
存
視
す
る
こ
と
が
直
ち
に
物
象
化
て
あ
る
と
同
一
視
さ
れ
、

　
そ
の
こ
と
で
経
済
的
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
お
け
る
関
係
の
自
立
化
の
隠
蔽

　
と
い
う
、
物
象
化
構
造
の
再
転
倒
的
性
格
の
独
自
的
問
題
性
も
ま
た

　
把
握
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
る
。
氏
は
関
係
論
的
視
角
を
強
調
す
る
に

　
も
か
か
わ
ら
ず
、
近
代
市
民
社
会
固
有
の
関
係
性
を
明
確
に
は
規
定

　
し
え
な
い
の
で
あ
る
。
そ
の
他
「
四
肢
的
構
造
」
論
な
ど
の
理
解
が

　
捉
起
さ
れ
て
い
る
が
「
虚
心
坦
壌
に
ま
ず
は
マ
ル
ク
ス
の
行
文
を
理

　
解
し
て
い
こ
う
」
（
「
資
本
論
解
釈
の
鯛
蠕
」
『
現
代
の
眼
』
一
九
七

　
五
年
八
月
号
二
八
九
員
）
と
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
自
己
独
特
の
哲
学

　
的
術
語
に
よ
っ
て
マ
ル
ク
ス
解
釈
を
基
礎
づ
け
る
こ
と
に
は
疑
問
が

　
残
る
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

（
1
2
）
　
こ
の
論
点
は
、
本
稿
で
は
略
さ
ざ
る
を
え
な
い
。

（
1
3
）
　
本
節
で
は
実
体
論
に
限
っ
て
方
法
上
の
被
規
定
性
の
問
題
を
述

　
ぺ
た
。
第
五
節
で
は
実
体
論
と
形
態
論
へ
の
二
元
的
叙
述
が
不
可
避

　
と
な
る
事
憎
に
つ
い
て
検
討
し
て
お
り
、
合
せ
て
参
照
さ
れ
た
い
。

（
1
4
）
　
実
体
分
析
の
方
法
的
被
規
定
性
と
物
象
化
諭
的
観
点
と
の
不
可

　
分
性
に
つ
い
て
は
、
従
来
の
研
究
に
お
い
て
ほ
と
ん
ど
解
明
さ
れ
て

　
こ
な
か
っ
た
。
た
と
え
ぱ
、
見
困
氏
は
、
物
象
化
の
背
後
に
あ
る
カ

　
テ
ゴ
リ
ー
そ
れ
自
身
の
実
体
性
を
摘
出
す
る
分
析
の
市
民
祉
会
的
規

　
定
性
を
金
く
理
解
せ
ず
、
第
一
に
、
表
現
内
容
に
囚
わ
れ
る
こ
と
で

　
マ
ル
ク
ス
の
実
体
規
定
を
超
歴
史
的
な
労
働
に
解
消
し
（
『
資
本
論

　
の
方
法
』
前
出
八
四
頁
）
、
第
二
に
そ
こ
か
ら
類
概
念
を
は
じ
め
に

明
ら
か
に
し
て
分
析
を
進
め
る
の
は
、
自
然
科
学
を
合
め
た
総
て
の

科
単
に
共
通
で
あ
る
と
よ
り
横
極
的
に
主
張
す
る
。
見
田
氏
の
宇
野

批
判
の
ポ
イ
ン
ト
の
一
つ
も
こ
こ
に
あ
り
、
字
野
氏
が
こ
の
よ
う
な

分
析
に
お
け
る
類
概
念
の
意
義
を
否
定
す
る
が
ゆ
え
に
誤
り
と
さ
る

の
で
あ
る
。
「
類
概
念
を
見
出
し
、
そ
れ
か
ら
翻
っ
て
与
え
ら
れ
た

対
象
を
み
る
こ
と
」
「
与
え
ら
れ
た
生
産
関
係
を
、
あ
ら
ゆ
る
社
会

に
共
通
す
る
生
産
関
係
一
般
か
ら
上
昇
し
て
捉
え
る
こ
と
」
が
マ
ル

ク
ス
の
方
法
で
あ
り
、
「
マ
ル
ク
ス
は
そ
こ
で
（
『
資
本
論
』
で
）
商

品
を
た
だ
の
使
用
価
値
に
ま
で
分
析
し
、
価
値
を
抽
象
的
労
働
に
ま

で
分
析
し
－
：
：
そ
れ
ら
の
永
遠
の
自
然
的
な
条
件
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ

歴
史
的
な
商
品
、
価
値
、
・
－
－
・
に
ま
で
上
昇
し
て
い
る
の
は
誰
の
目

に
も
明
ら
か
な
こ
と
で
あ
る
。
」
（
『
見
田
石
介
著
作
築
』
第
5
巻
四

九
～
五
〇
貢
）
と
解
釈
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
ま
さ
に
こ
の
摘

象
的
人
間
労
働
を
超
歴
史
的
な
類
概
念
と
み
な
す
点
で
、
そ
れ
を
カ

テ
ゴ
リ
ー
の
形
態
的
実
体
性
と
は
認
め
な
い
点
で
、
両
者
は
共
通
し

て
い
る
。
宇
野
氏
は
、
類
概
念
だ
か
ら
資
本
家
的
生
産
様
式
の
分
析

の
端
緒
で
叙
述
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
と
さ
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
て

見
田
氏
は
実
体
規
定
の
無
理
解
を
補
う
た
め
に
、
価
値
実
体
分
析
の

意
義
を
不
当
に
科
挙
一
般
の
方
法
へ
と
拡
張
す
る
外
在
的
な
議
諭
を

持
ち
出
し
、
諸
科
学
は
マ
ル
ク
ス
に
な
ら
っ
て
非
歴
史
的
な
類
概
念

の
確
定
↓
現
象
形
態
の
分
析
へ
と
進
む
べ
き
で
あ
る
と
主
彊
さ
れ
る

の
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
マ
ル
ク
ス
の
価
値
実
体
分
析
の
方
法
的
規

定
性
が
完
全
に
閑
却
さ
れ
、
さ
ら
に
は
錯
認
さ
れ
た
マ
ル
ク
ス
の
方

法
が
全
能
の
普
遍
的
方
法
に
神
化
さ
れ
て
い
る
。
宇
野
学
派
に
関
し
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（169）　「回り適」構造と物象化

　
て
い
え
ぱ
、
二
重
の
混
乱
が
あ
る
。
第
一
に
関
係
と
し
て
の
実
体
性

　
を
労
働
過
程
へ
遼
元
す
る
点
（
注
（
1
0
）
参
照
）
、
第
二
に
そ
の
誤

　
認
さ
れ
た
実
体
規
定
が
生
産
過
程
で
論
証
さ
れ
る
べ
き
と
主
張
さ
れ

　
る
点
、
で
あ
る
。
し
か
し
、
物
の
背
後
か
ら
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
機
能
的

　
実
体
性
を
抽
出
す
る
こ
と
は
物
象
化
批
判
に
と
っ
て
不
可
欠
の
課
魑

　
で
あ
る
と
共
に
、
関
係
が
自
立
化
す
る
の
は
ま
ず
商
品
関
係
に
お
い

　
て
で
あ
り
、
そ
こ
に
お
い
て
の
み
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
実
体
性
を
確
定
で

　
き
る
。
資
本
に
お
い
て
は
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
物
化
し
つ
つ
自
己
運
動
と

　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
し
て
過
程
的
に
の
み
存
在
し
て
お
り
、
実
体
と
し
て
は
け
っ
し
て
圃

　
定
的
に
規
定
す
る
こ
と
は
で
な
い
。
思
考
物
が
主
体
と
し
て
存
在
し

　
て
い
る
わ
け
で
、
主
体
と
し
て
の
固
有
の
規
定
性
は
、
実
体
と
し
て

　
の
規
定
を
前
提
と
し
て
そ
れ
と
の
違
い
を
明
確
化
す
る
こ
と
を
遡
し

　
て
初
め
て
規
定
さ
れ
う
る
。
こ
の
よ
う
な
理
由
か
ら
笑
体
分
析
は
商

　
晶
関
係
の
部
面
に
お
い
て
こ
そ
可
能
な
の
で
あ
る
。
こ
の
論
点
は
資

　
本
の
物
象
性
の
解
明
を
必
要
と
す
る
が
本
稿
で
は
略
さ
ざ
る
を
え
ず
、

　
さ
し
あ
た
り
以
上
の
点
だ
け
を
指
摘
し
て
お
ぎ
た
い
。
し
か
し
、
宇

　
野
理
論
の
い
わ
ゆ
る
単
純
商
品
社
会
論
へ
の
批
判
的
意
図
と
『
資
本

　
論
』
の
論
理
的
に
＝
兀
的
な
解
釈
め
ざ
す
試
み
そ
れ
自
身
は
評
価
さ

　
れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
筆
者
は
考
え
る
。
マ
ル
ク
ス
に
お
け
る
論

　
理
（
構
造
）
と
歴
史
の
問
題
は
別
稿
で
検
討
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

（
1
5
）
　
両
項
と
は
区
別
さ
れ
た
関
係
そ
れ
自
体
・
第
三
の
も
の
は
思
考

　
に
よ
っ
て
の
み
把
握
さ
れ
る
。
（
こ
の
点
の
理
解
は
前
掲
拙
稿
で
検

　
討
し
た
マ
ル
ク
ス
の
関
係
論
を
踏
ま
え
て
い
る
。
参
照
さ
れ
た
い
）
。

　
そ
し
て
、
現
実
に
は
そ
の
第
三
者
・
関
係
そ
れ
自
体
を
表
現
す
る
力

　
テ
ゴ
リ
ー
は
物
と
し
て
表
現
さ
れ
て
お
り
（
普
遍
的
に
は
貨
幣
表
現

　
と
し
て
）
物
象
化
し
て
の
み
現
象
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
そ
の
物

　
象
的
表
現
を
所
与
の
も
の
と
し
つ
つ
、
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
機
能
的
実
体

　
性
を
確
定
す
る
た
め
に
そ
の
物
象
と
し
て
の
側
面
を
捨
象
す
る
分
析

　
が
な
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
等
置
関
係
そ
れ
自
体
の
抽
象
は

　
思
考
物
へ
の
遼
元
（
抽
象
）
と
し
て
の
み
可
能
で
あ
る
か
ら
、
商
品

　
関
係
の
孤
立
的
分
析
と
は
、
価
値
抽
象
の
確
定
に
帰
結
す
る
の
で
あ

　
る
。
し
た
が
っ
て
、
両
極
の
同
一
性
－
第
三
者
の
抽
出
－
価
値
抽
象

　
－
価
値
遼
元
－
関
係
そ
れ
自
体
の
確
定
　
　
関
係
の
担
い
手
と
し
て

　
の
物
の
規
定
と
は
同
一
の
分
析
を
指
し
て
い
る
。

（
1
6
）
　
前
掲
拙
稿
参
照
。

（
〃
）
　
宇
野
氏
が
相
対
的
価
値
形
態
の
能
動
性
を
強
調
し
て
き
た
点
は

　
璽
要
で
あ
る
が
、
そ
の
能
動
性
を
直
ち
に
商
品
所
有
者
の
欲
望
と
し

　
て
解
釈
し
た
こ
と
は
多
大
な
混
乱
を
招
い
た
と
い
え
る
。
根
本
的
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、

　
は
、
関
係
の
自
立
化
構
造
の
内
に
お
け
る
能
動
性
は
自
己
関
係
と
い

　
う
あ
り
か
た
で
の
み
存
在
し
う
る
こ
と
が
明
確
化
さ
れ
ね
ぱ
な
ら
ず
・

　
ま
た
物
の
人
格
化
と
人
格
の
物
化
と
い
う
規
定
の
概
念
的
把
握
及
ぴ

　
人
格
概
念
の
把
握
を
不
可
欠
と
す
る
。
後
者
の
論
点
に
つ
い
て
は
別

　
の
機
会
に
譲
ら
ざ
る
を
え
な
い
。

（
1
8
）
　
久
留
閲
氏
に
お
け
る
理
論
的
混
乱
の
一
つ
は
こ
こ
に
あ
っ
た
。

　
馬
は
現
象
構
造
に
お
け
る
両
項
の
役
割
上
の
区
別
を
も
っ
て
両
項
の

　
価
値
物
と
し
て
の
規
定
性
の
論
理
的
先
後
関
係
の
論
拠
と
し
た
の
で

　
あ
る
。
し
か
し
、
本
文
及
ぴ
注
（
9
）
で
述
ぺ
た
よ
う
に
価
値
物
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

　
し
て
の
両
項
の
規
定
性
は
諭
理
的
に
も
同
一
か
つ
同
時
の
規
定
な
の
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で
あ
り
、
し
か
も
そ
れ
は
現
象
形
態
（
両
項
の
質
的
差
異
性
）
を
捨

　
象
し
た
と
こ
ろ
に
成
り
立
つ
実
体
分
析
と
し
て
の
規
定
で
あ
り
、
そ

　
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
し
て
の
実
体
性
が
表
現
さ
れ
る
現
象
形
態
に
お
け

　
る
両
項
の
区
別
的
規
定
と
は
論
理
次
元
が
異
な
る
。
現
象
形
態
に
お

　
け
る
両
極
の
区
別
の
際
に
は
既
に
自
立
化
し
た
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
担
い

　
手
と
し
て
の
質
的
同
一
性
は
前
提
と
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
う
え
で
そ

　
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
表
現
構
造
が
問
題
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

（
1
9
）
　
「
す
な
わ
ち
独
立
な
表
現
が
与
え
ら
れ
る
」
（
声
－
ω
、
9
）
。

　
く
O
q
－
．
〆
－
■
ω
1
N
㎞

（
2
0
）
　
こ
の
点
は
資
本
の
物
象
性
の
理
解
と
深
く
か
か
わ
る
が
、
紙
幅

　
上
略
さ
ざ
る
を
え
な
い
。

．
（
2
1
）
　
久
留
間
理
論
に
対
す
る
武
田
氏
の
主
張
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
抽
象

　
の
意
義
に
着
目
し
そ
の
方
法
的
徹
底
化
を
主
張
す
る
点
、
等
置
式
が

　
二
重
の
側
面
を
も
っ
て
い
る
こ
と
の
指
摘
に
在
る
と
恩
わ
れ
る
。

　
（
貧
田
信
照
氏
『
個
値
形
態
と
貨
幣
』
梓
出
版
一
九
八
二
年
）
し
か

　
し
氏
は
抽
象
の
持
つ
社
会
的
意
義
を
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
実
体
性
の
問
題

　
と
し
て
は
把
握
し
て
お
ら
ず
、
ま
た
物
化
の
問
題
や
葵
体
分
析
と
形

　
態
分
析
の
諭
理
的
関
連
に
論
及
し
て
い
な
い
。
そ
れ
が
ま
た
久
留
間

　
批
判
の
一
面
化
を
も
た
ら
し
て
い
る
と
恩
わ
れ
る
。

（
2
2
）
　
こ
の
二
段
が
ま
え
に
正
木
八
郎
氏
は
注
目
す
る
。
（
「
マ
ル
ク
ス

　
価
値
形
態
諭
の
論
理
構
造
に
つ
い
て
」
『
経
済
挙
雑
誌
』
第
8
3
巻
第

　
6
号
一
九
八
三
年
）
が
、
紙
幅
の
制
限
上
、
稿
を
改
め
ざ
る
を
え
な

　
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
橘
犬
学
大
学
院
榑
士
課
穆
）
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